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第１４回軽米町議会定例会令和７年度軽米町一般会計予算等審査特別委員会  
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午前 ９時５７分  開 議  

 

議 事 日 程 

 議案第１０号 令和７年度軽米町一般会計予算  
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開議の宣告  

〇委員長（上山 誠君） 皆様、おはようございます。ちょっと時間が早いですが、ただ

いまから令和７年度軽米町一般会計予算等審査特別委員会を開会いたしたいと思い

ます。 

    ただいまの出席委員は、１１名全員であります。定足数に達しておりますので、

会議は成立しました。 

（午前 ９時５７分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１０号の審査 

〇委員長（上山 誠君） それでは、歳入の予算説明から入りたいと思います。それでは、

総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  おはようございます。それでは、令和７年度軽米町一般会計

予算歳入予算について款ごとに主な内容等についてご説明申し上げたいと思います。 

    予算書のほうは１３ページの歳入の事項別明細書から進めてまいりたいと思いま

す。 

    最初に、１款町税、１項町民税でございます。こちらにつきましては、税の関係

は、皆様に別紙として資料を準備しておりますので、それを御覧いただきながら所

管課の税務会計課長より説明申し上げます。 

〇委員長（上山 誠君） それでは、会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  おはようございます。議案第１０号関係、

昨日１枚物の資料をお配りさせていただきました。歳入、１款の町税に関する資料

でございます。資料名は、令和７年度一般会計当初予算（町税）説明資料となって

おります。１枚物です。ご用意のほう、よろしいでしょうか。 

    それでは、進めさせていただきます。まず、こちらの資料の見方につきましてで

すけれども、昨日の補正予算の町税で使用した資料とほぼ同じ見方でございます。

左側から順に税目、令和７年度当初予算額、令和６年度当初予算額、比較増減とな

っておりますが、令和６年度当初予算の列には、各税目に括弧に入った斜めの数字

が、記入してございます。この数字は、令和６年度の歳入の決算見込額を記したも

のでございますので、よろしくお願いいたします。 

    それでは、上から順にご説明いたします。まず、個人町民税の現年課税分ですが、

前年比で７０９万円増の２億４，９７０万円と見込んでおります。内訳は、用紙の

右半分の欄、積算内容にございますが、均等割額は９万円の減、所得割額は７１８

万円の増とするものでございます。まず、均等割が減となる主な要因でありますが、

高齢化と人口減少に比例する納税義務者数の減が見込まれているものです。これに
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対しまして所得割額が増となる要因でございますが、令和５年度の実績及び令和６

年度の調定の状況からの推計に加え、令和６年度は定額減税がございましたので、

定額減税につきましては、令和６年度に合計で２，６４８万４，０００円が減税と

なっておりました。この定額減税の終了による反動と申しますか、合計額を押し上

げる要因となるものでございます。 

    次の行の個人町民税滞納繰越分につきましては、令和７年度への滞納繰越見込額

の７．５％の徴収を見込み１３５万円の予算とさせていただきました。 

    法人町民税の現年課税分でございます。各企業の決算状況、また市場景気の動向

の推測など、なかなか困難なことから、法人税割をやや堅めに３００万円の減とし、

均等割と合わせて３，５００万円を見込んでおります。 

    滞納繰越分につきましては、分納中の法人があることから４万円といたしました。 

    次は、固定資産税の現年課税でございます。まず、土地につきましては、宅地価

格の下落修正を実施したことから、課税標準額ベースで３．１％の減を見積もって

おります。家屋につきましては、昨年中の新築、増築といった増の要因と、滅失等

による減の要因を比較勘案し８．４％の増を見積もっております。 

    償却資産につきましては、既存資産の減価の見込みを精査するとともに、毎年１

月、２月に確定申告される新規の資産について、過去の実績等から推計し、昨年の

１１月に積算を実施いたしました。その結果、償却資産は４％の減を見込んでおり

ます。 

    以上の土地、家屋及び償却資産を合計した固定資産税の現年課税では、令和６年

度当初予算の１．５％となる１，１８２万４，０００円の減を見込み、合計７億８，

１６０万円の予算としたものでございます。 

    固定資産税の滞納繰越分につきましては、滞納見込額に対する徴収率４％を見込

み、３７２万円の収納を見込んでおります。 

    次の国有資産等所在市町村交付金及び納付金につきましては、岩手県と岩手県医

療局が町内に保有する固定資産について、両者からの通知書にて積算し１１９万１，

０００円の予算としております。 

    軽自動車税の環境性能割については４０７万円。直近３か年の課税台数の推移と

実績から見積り２１．６％の増を見込んでございます。 

    次の軽自動車税の種別割でございますが、令和６年１１月末時点での登録台数よ

り推計した見込額として３，７５１万７，０００円の予算でございます。 

    こちらの滞納繰越分は科目の設定として１万円とさせていただいております。 

    最後の市町村たばこ税につきましては、近年の消費本数の減少傾向を踏まえ、令

和６年度の売渡本数見込みから９％減の６，３９４万円とさせていただきました。

トータルで６年度当初予算見積額より８２３万７，０００円減の１１億７，８１３
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万８，０００円の税収を見込んでおります。 

    以上、町税の説明とさせていただきます。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） それでは、予算書１５ページから引き続き説明申し上げます。  

    ２款地方譲与税でございます。１項の地方揮発油譲与税、２項の自動車重量譲与

税、こちらにつきましては、平成２９年から令和５年の実績、あるいは令和６年度

の見込値から推計したものでございます。いずれも同額を計上しております。 

    次に、同じく地方譲与税、３項森林環境譲与税でございます。こちらにつきまし

ては、令和５年度の実績及び令和６年度の見込値から推計いたしまして１，４２１

万５，０００円の増を見込み３，９３２万２，０００円を計上しております。 

    次に、３款利子割交付金から次のページの５款株式等譲渡所得割交付金でござい

ます。こちらにつきましては、県の推計資料等に基づきながら推計しております。

利子割交付金につきましては、９万円の増を見込み２４万円。 

    それから、４款配当割交付金につきましては、７０万円増の２２０万円。 

    そして１６ページになりますが、５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、

７０万増の２２０万円を見込んでおります。 

    次に、６款法人事業税交付金でございます。こちらの６款からあと次のページに

なりますが、１７ページの９款環境性能割交付金、こちらにつきましては、県の試

算の基礎通知を基に推計しております。 

    ６款法人事業税交付金につきましては、２００万円の増を見込み１，２５０万円

を計上しております。 

    ７款地方消費税交付金につきましては、１，４００万円増の２億１，５００万円。 

    ８款ゴルフ場利用税交付金、こちらにつきましては、３００万円増の１，７００

万円。 

    １７ページになりますが、９款環境性能割交付金、こちらにつきましては、９０

万増の５９０万を計上してございます。 

    次に、１０款地方特例交付金でございます。こちらにつきましては、住宅ローン

控除を所得税のほうから控除し切れない場合に町民税から控除するというものでご

ざいまして、その減収となった補填分を国から特例交付金として交付されるもので

ございます。また、定額減税の減収補填の特例交付金と合わせてこちらに計上して

おります。住宅ローン減税のほうにつきましては２００万円、それから定額減税の

減収補填については５万円ということで２０５万円を計上しております。 

    それから、１１款地方交付税でございます。こちらにつきましては、普通交付税

につきましては、２億７，０００万円、９．７％増の２８億３，５００万円。特別

交付税につきましては、前年度同額の２億１，８００万円を計上しております。合
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わせて２億７，０００万増の３０億５，３００万円としております。こちらの交付

税につきましては、国、県の資料に基づきまして、物価高騰あるいは職員給与費の

増等を見込んだ形での単位費用の増、そういったものを加味しながら、公債費の増、

事業費補正の内容等を勘案しまして見積もったものでございます。 

    １２款交通安全対策特別交付金につきましては、前年同額の７１万２，０００円

を計上しております。 

    それでは次、１８ページになります。分担金及び負担金でございます。こちらに

つきましては、民生費負担金で１３９万７，０００円減の６７０万２，０００円。

また、日本スポーツ振興センター負担金については、同額の２３万２，０００円を

計上いたしまして、トータルで６９３万４，０００円としております。 

    次に、１４款使用料及び手数料でございます。１項の使用料、１目の総務使用料

でございますが、こちらにつきましては文化交流センター使用料を３４万８，００

０円の増を見込むなど、合わせて４８万２，０００円を増として１，６３８万３，

０００円としております。 

    あと衛生使用料、農林水産業使用料については、若干の増減はありますが、前年

並みと推定しております。 

    ４目土木使用料につきましては、町営住宅使用料の増を見込み、合わせて３１３

万２，０００円の増とし、２，４２６万５，０００円を計上しております。 

    教育使用料については、前年並みで試算しております。 

    その結果、次のページ、２０ページになりますが、合計で３５９万３，０００円

増の４，８２５万１，０００円を計上させていただきました。 

    次に、２項手数料でございます。こちらにつきましても、前年並みでございます

が、５万９，０００円の減を見込み４５７万１，０００円とさせていただきました。  

    次に、１５款国庫支出金でございます。１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金

でございます。こちらにつきましては、２１ページになりますが、２節の障害者総

合支援等給付費負担金、この中身にあります障害者総合支援等給付費負担金が５８

５万３，０００円の減。あと、障害児通所給付費負担金が１９５万円の減を見込み

まして、次の３節の児童手当負担金につきましては、児童手当の拡充がなされまし

たが、それに伴いまして４，４９０万２，０００円ほどの増となっております。 

    その結果、民生費国庫負担金では、２０ページに戻りますが、３，６４７万４，

０００円増の３億４，０５８万８，０００円としたところでございます。 

    また、２１ページに戻っていただきまして、２項の国庫補助金でございます。こ

ちらにつきましては、１目の総務費国庫補助金ではマイナンバーカード交付事務費

補助金が２６９万４，０００円の増となりましたし、あと物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金が２，１４９万７，０００円の増ということから２，６３６万３，
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０００円増となり、２，９３２万９，０００円を計上しております。 

    次の民生費国庫補助金につきましては、子ども子育て支援交付金が３３９万３，

０００円の増を見込み、合わせて２８５万２，０００円の増とし、１，４６５万円

としております。 

    衛生費国庫補助金につきましては、前年並みを計上させていただきました。 

    ４目土木費国庫補助金につきましては、道路メンテナンス事業費補助金が３，１

４８万２，０００円の減となりました。 

    また、次のページ、２２ページでございますが、住宅費補助金の中の社会資本整

備総合交付金、地域住宅の計画策定に係るものでございますが、これが新たに２３

０万円追加となりました。 

    以上、合わせまして、またページが戻りますが、土木費国庫補助金では２，９１

８万２，０００円の減となり、３，６４８万６，０００円を計上いたしました。 

    また、２２ページを御覧いただきたいと思います。５目教育費国庫補助金でござ

います。こちらにつきましては、へき地児童生徒援助費等補助金、スクールバスの

購入に係る補助金でございますが、令和６年度は２台、令和７年度は１台を更新予

定ということから３５５万円の減を見込みまして４１１万１，０００円の減となり、

５２６万９，０００円を計上しております。 

    その結果、国庫補助金合計では４２８万９，０００円減となる９，１８９万４，

０００円を計上いたしました。 

    次に、３項委託金でございます。こちらにつきましては、前年並みでございます

が、国民年金事務委託金を２万円計上しております。トータルでは１万８，０００

円の減、１３８万８，０００円を計上させていただきました。 

    それでは次に、１６款県支出金を説明いたします。１目の民生費県負担金でござ

います。こちらにつきましても、先ほど国庫負担金の民生費国庫負担金の中でもご

説明申し上げましたが、次のページ、２３ページになりますが、３節の障害者総合

支援等給付費負担金の中の障害者総合支援等給付費負担金が２９２万７，０００円

の減、障害児通所給付費等負担金が９７万５，０００円、こういったことから民生

費県負担金では４１２万１，０００円の減となり、１億６，０５０万９，０００円

を計上いたしました。 

    衛生費県負担金については、昨年と同水準で計上させていただきました。県負担

金全体では４０６万５，０００円の減、１億９，１３９万４，０００円を計上して

おります。 

    それでは次に、２項県補助金についてご説明申し上げます。１目の総務費県補助

金でございます。こちらにつきましては、２節の企画費補助金でございますが、地

域経営推進費、レンタサイクルあるいはかるまい文化交流センターの活用事業等に
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対する国、県の補助でございますが、これを９４１万９，０００円計上させていた

だきました。 

    また、自立・分散型エネルギー供給システム支援事業費補助金を５００万円、そ

ういった状況の中で総務費県補助金は、合計で１，６０３万８，０００円増となる

１，７５４万９，０００円を計上しております。 

    ２４ページを御覧ください。次に、民生費県補助金でございます。こちらにつき

ましては、社会福祉費補助金の中の重度心身障害者医療費助成事業補助金を３９０

万２，０００円の減となり、それから２節の児童福祉費補助金、この中では子ども

子育て支援交付金、国庫でも説明申し上げましたが、２６１万の増を見込んでおり

ます。 

    その結果、民生費県補助金全体では２８１万４，０００円減となる２，６７６万

７，０００円を計上いたしました。 

    次に、３目衛生費県補助金でございます。地域自殺対策強化交付金が１４８万ほ

どの減を見込みまして、その結果１０３万１，０００円の減、６０７万３，０００

円を計上いたしました。 

    次に、４目農林水産業費県補助金でございます。こちらにつきましては農業費補

助金、次のページ、２５ページになりますが、経営体育成支援事業が３００万円減、

それから地域農業計画実践支援事業費補助金が７６０万４，０００円の減となりま

した。新たに農山漁村地域整備交付金、これが農道橋の点検に係る交付金でござい

ますが、新たに６５０万円を見込むということから、合計で２４ページに戻ります

が、７６１万７，０００円の減で５，４８６万２，０００円を計上いたしました。 

    それから、また２５ページに戻っていただきますが、５目土木費県補助金、６目

消防費県補助金、７目教育費県補助金等につきましては、前年と同額あるいは若干

の増を見込んだ形での予算計上としております。 

    その結果、県補助金合計では３６９万６，０００円増の１億１，５４８万４，０

００円を計上いたしました。 

    次に、１６款県支出金の３項委託金でございます。１目総務費委託金です。こち

らにつきましては、２６ページを御覧いただきたいと思いますが、４節の統計調査

費委託金、こちらにつきまして２月に実施しました２０２５年農林業センサス交付

金、こちらが２３９万９，０００円の減となります。また、今年１０月に予定され

ます令和７年国勢調査交付金が新たに５８６万２，０００円となりました。それか

ら、５節の選挙費委託金、こちらにつきましては、参議院議員の通常選挙が今年行

われる予定でございます。それにつきまして執行委託金が１，５２４万２，０００

円新たに増額ということで、合計で、また２５ページに戻っていただきますが、総

務費委託金では１，８５２万９，０００円増の３，２５０万円の予算計上でござい
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ます。 

    また、２６ページに戻っていただきまして、民生費委託金、衛生費委託金、商工

費委託金等につきましては、前年並みとなっております。 

    ５目土木費委託金でございますが、雪谷川防災ダム管理委託費が７０万７，００

０円ほどの減となったことから７２万２，０００円を減じて１，８６７万１，００

０円を計上しております。 

    その結果は、県委託金合計では１，７８４万９，０００円増の５，１２８万４，

０００円としたところでございます。 

    それでは、２７ページを御覧ください。１７款財産収入でございます。こちらに

つきましては、財産貸付収入、基金等の利子及び配当金でございます。こちらは、

若干の増減がございますが、前年並みで推計させていただいております。合計で７

万６，０００円減の４１６万９，０００円の予算計上をさせていただきました。 

    次に、２項の財産売払収入につきましては、町営牧野牧草売払代金１万１，００

０円の増を見込んで２０万１，０００円を計上いたしました。 

    それから、１８款寄附金でございます。１目の指定寄附金でございます。こちら

は、農林業の健全な発展及び地域活性化施策に対する指定寄附金ということで前年

と同額の１，３２５万円。また、２目のふるさと支援寄附金につきましても、ふる

さと納税ということで３，０００万円、前年度と同額を見込んでおります。この結

果、寄附金は合計で前年と同額の４，３２５万円を計上いたしました。 

    それでは次、１９款繰入金でございます。こちらにつきましては、１目財政調整

基金繰入金、こちらは全体の財源調整ということで５億１，９２１万円を計上いた

しまして、前年と比べて２億９１９万３，０００円の減となっております。 

    ２８ページを御覧ください。２目の町債減債基金繰入金でございます。こちらに

つきましては１億１，４９９万３，０００円ということで、前年より１億７４９万

７，０００円増を見込んでおります。こちらにつきましては、臨時財政対策債とい

うことで交付税を満額支給できないことから国と一緒に借入れするということで平

成１３年から借入れをして財源の充当をしているわけでございますが、こちらにつ

いての償還は１００％国のほうから交付税措置されるものです。それにつきまして、

本年あるいは前年もそうですが、再算定の中で今年度の臨時財政に充てる分の交付

税が前倒しで交付されておりまして、その部分を町債減債基金に積み立てておりま

す。それで今年度、その部分を取り崩すということから、その部分が約７００万円

ということでございます。そのほか昨日もご説明申し上げましたが、償還が年々増

えて公債費比率が増えてまいりました。そういうこと等の毎年の平準化を図るとい

う観点から１億円をそれに充てるということで、取崩しをするということで今回こ

のような増額の予算を計上させていただきました。 
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    それから、次でございますが、３目地域福祉振興基金繰入金、こちらにつきまし

ては心身障害者ヘルパー派遣事業補助金等へ充当するため２６７万６，０００円増

の２６７万７，０００円を計上しております。 

    ４目ふるさと支援基金繰入金でございます。こちらはふるさと納税をいただいた

部分を基金に積み立てておりますが、その活用、事業へ充当するため前年と同額の

２，６００万円を繰入れするものでございます。 

    ５目自然のめぐみ基金繰入金、こちらにつきましては自然のめぐみ基金から農地

集積、遊休農地解消支援事業等へ充当するため取り崩すものでございますが、前年

度より６０万円減額して１，１９８万円を予算化しております。 

    次に６目公共施設等総合管理基金繰入金でございます。こちらにつきましては、

令和７年度５つの事業にこの基金を活用して事業実施するということから２，６３

０万円、前年より７３０万円増やして予算化しております。 

    次、７目森林環境整備基金繰入金です。こちらは、森林環境譲与税の部分で基金

に積立てしたもののうち、令和７年度は雪谷川ダムフォリストパーク・軽米の木柵

修繕工事に６００万円を充てるということから取り崩すものでございます。前年度

より３００万円増額しております。 

    ８目ふるさとづくり振興基金繰入金でございます。こちらにつきましては、ふる

さとづくり振興基金を１，６９０万円繰り入れいたしまして、地域おこし協力隊あ

るいは姉妹町締結４０周年記念事業等へ活用するということで１，６９０万円を計

上いたしております。 

    以上の結果、繰入金合計で７，２４２万１，０００円の減となりまして７億２，

４０６万円の予算計上とさせていただきました。 

    ２０款繰越金でございます。こちらは科目の設定ということで１，０００円を計

上しております。 

    次に２９ページ、２１款諸収入でございます。１項延滞金、加算金及び過料でご

ざいます。こちらは、町税の延滞金、前年度と同額の３６万円を計上させていただ

きました。 

    次に、２１款諸収入の２項町預金利子です。こちらは、科目の設定ということで

１，０００円の計上となります。 

    次、３項の貸付金元利収入でございます。こちらは、特別養護老人ホームいちい

荘整備事業への貸付けがありましたが、それの元金の償還金あるいは消費者救済資

金貸付制度預託元利金、それから災害援護資金貸付金償還金、こちらは前年度と同

額の２，０５７万円を計上いたしました。 

    次に、４項の雑入でございます。こちらにつきましては、集団検診徴収金でござ

いますが４１万円減額の１２０万１，０００円。あと学校給食費徴収金についても
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１９万２，０００円の減を見込み７６３万５，０００円を計上いたしました。 

    次の３０ページを御覧いただきます。それから、４目の雑入でございます。こち

らにつきましては、真ん中辺にございますが、デジタル基盤改革支援補助金５，０

１４万７，０００円を計上しておりますが、システムの標準化が最終年度となりま

すが、そちらにかかる経費の部分で、この額を計上させていただきました。前年に

比べて２，９５２万６，０００円の増となっております。 

    以上の結果から、雑入全体で、３１ページの中段になりますが、合計で３，２４

８万４，０００円増の１億５，５６３万７，０００円を計上いたしました。 

    それでは最後に、２２款町債でございます。こちらにつきましては、１目の総務

債でございますが、１節の地域活動支援事業債、こちらは行政区活動及び地域活動

支援事業への過疎債のソフト事業充当分ということで９００万円、２節のかるまい

テレビ放送設備更新事業債につきましては、これは令和６年度から３か年の計画で

予定しておりますが、かるまいテレビの放送施設整備の更新事業、２年目というこ

とでこちらは過疎債。それから３節脱炭素化推進事業債、こちらは新たに農村環境

改善センターの１階のホールでございますが、水銀灯ということで大分照明も切れ

ておりまして、なかなか更新がままならなかったわけでございますが、ＬＥＤ化す

るということで、今回この起債が使えるということで５６０万円計上しております。

こちらにつきましては、事業費に対して９割を借入れできるもので、翌年度以降の

公債費に対しまして交付税で財政力に応じますが、５０％程度の財源補填があると

いうものでございます。 

    次に、４節全国瞬時警報システム受信機更新事業債、こちらにつきましては、Ｊ

アラートと申しておりますが、機器の更新が消防庁のほうから求められておりまし

て、令和７年度に実施することによって、この緊急防災減災事業債を充当すること

ができるということからも、今回事業化したもので１，０７０万円を計上しており

ます。こちらにつきましては、緊急防災減災事業債は充当率が１００％、交付税は

７０％の措置というものでございます。 

    次に、民生債でございます。社会福祉事業債４００万円を計上しております。こ

ちらにつきましては、説明欄にある事業について、過疎のソフト事業分ということ

で予定しておるものでございます。 

    次に、３２ページでございます。２節の母子福祉事業債、こちらは医療費助成の

関係でございますが、こちらも過疎のソフト事業を活用いたします。３節の児童福

祉事業債でございます。これにつきましては、軽米こども園の屋根あるいは外壁の

改修事業ということで、公共施設等適正管理事業債ということで３，３００万円を

借入れして事業を実施するものでございます。こちらにつきましても、交付税措置

が３０％から５０％、財政力に応じて令和７年度措置されるものでございます。 
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    次に、３目衛生債です。こちらは、高齢者等インフルエンザ予防接種事業債とい

うことで、こちらも過疎のソフト事業を使います。 

    ４目農林水産業債につきましては、こちらも森林公園整備事業債とあるのですが、

雪谷川ダムフォリストパーク・軽米のつり橋、メモリアルブリッチの床板の張り替

え工事でございます。こちらにも公共施設等適正管理事業債が活用できるというこ

とから今回予算計上させていただきました。 

    ５目商工債です。こちらは、新規求職者等への補助事業でございますが、そちら

に対する過疎ソフト事業債を活用して５００万円を計上いたしました。 

    次に、６目土木債でございます。１節の道路橋りょう整備事業債につきましては、

町道整備事業あるいは橋りょう整備事業ということで過疎債を活用いたします。２

億１２０万円を計上いたしました。 

    ２節の緊急自然災害防止対策事業債、こちらにつきましては町道等の予防保全対

策ということで前年度と継続して実施いたしますが、こちらも充当率１００％で交

付税が７０％措置されるというものでございます。５，６５０万円計上いたしまし

た。 

    ３節若者定住住宅整備事業債、こちらにつきましては若者定住住宅の用地取得あ

るいは造成工事等を予定しておりますが、こちらにつきましても、過疎対策事業債

を活用して５，９４０万円を計上いたしております。 

    ７目消防債です。こちらにつきましては、消防防災施設設備整備事業債というこ

とになりますが、毎年消防団の各部の消防車両の更新を行っておりますが、消防車

両小型動力ポンプ付積載車１台を更新するもの。あと二戸広域の消防でございます

が、軽米分署にある高規格型救急車、こちらの更新がありまして、そちらに対する

広域で取得いたしますが、負担金として町から支出いたしますが、その部分にも過

疎債ということで、合わせて６，０２０万円を計上いたしました。 

    ８目教育債です。１目の教育振興支援事業債、こちらは教育振興支援事業という

ことで過疎の相当分を事業へ７００万円。あと２節のスクールバス整備事業債は、

このとおりスクールバスの購入に充てる７００万円を過疎債で充当いたします。ま

た、３節の学校給食無償化事業債、こちらはそのとおり無償化の事業費４１０万円

を過疎債で充当するということでございます。３３ページになります。４節学校給

食運搬車整備事業債、給食センターの運搬車の更新、こちらは過疎債で１，０００

万円。最後、５節の学校給食共同調理場施設備品整備事業債についても過疎債を活

用し、１，４６０万円を計上しました。 

    この結果、町債につきましては１億４，０８０万円増の６億６，１７０万円とさ

せていただきました。 

    以上で歳入全般の説明を終わります。 
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〇委員長（上山 誠君） 昨日からの議案第１０号の関係資料から歳入に関して説明が終

わりました。 

    これから質疑を行います。歳入全般について質疑ありませんか。 

             〔「説明が全部一気にやるのはちょっと」と言 

               う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 歳入は、全般でやるということで。 

             〔「休憩をお願いします」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 休憩。 

               午前１０時４２分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１０時４２分 再開 

〇委員長（上山 誠君） 再開いたします。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 町民税のことなのですけれども、森林環境税というのが始まっ

ているのですけれども、この予算書の中では森林環境税というのは、どこにも出て

いないのですが、どういう仕組みになって、１人１，０００円ということになって、

均等割のみ課税の人にも１，０００円取らせてもらっているのですか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまのご質問ですけれども、森林環境税の部分は国に納

めるものでございますので、町では通常均等割と一緒に、均等割が課税される方に

対しては１，０００円を一緒に徴収、収納いただいております。 

    あと町民税、県民税ということで税金については、県民税も含めた形でこれまで

も収納させていただいて、それを県のほうに案分して、県のほう、県税分としてや

っておるわけでございます。それと同様な形で森林環境税も別にして、ですので予

算書には載ってまいりません。予算に、うちの歳入ではないので、譲与税として戻

ってくるものでございますので、そういう形で収納あるいは取扱いを行っており、

その取扱いに関する県からの取扱いは、予算のほうに県委託金でしたか、そちらの

ほうに計上しているものでございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） そうすると、この予算書でいくと、町民税の個人というところ

に予算としては入っているということですか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  先ほどちょっと説明が至らなかったのかもしれませんが、入

っておりません。別に、県民税も当然入っていませんので、町民税だけやっている
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のです。県民税あるいは森林環境税については、歳計外のほうに一旦保管して、そ

れを取りまとめて計算して県のほうに送ると、そういう流れです。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 歳計外に入れるというのも初めて知りました。次に、固定資産

税についてちょっとお伺いします。令和６年度の決算見込みが８億９，２２９万７，

０００円、令和７年度は前年度よりも予算額が１，２１１万４，０００円減になっ

ていますけれども、土地の場合については、評価見込みを減としたということでし

た。これは具体的に言えば、例えば宅地だったところが雑種地になるとか、そうい

うことで評価が下がっているというのは分かりますけれども、このぐらい下がると

いうのは、どういうことかなと思いました。 

    それから、家屋については８．４％、令和６年度の収入が８億９，２２９万７，

０００円に対して、令和７年度の予算額が７億８，１６０万円、１億円ほど減額に

なっているというところがちょっと、固定資産税はあまり移動がないような気がし

ていたもので、その一番大きな要因というのは何かということをお伺いします。 

〇委員長（上山 誠君） 会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  ただいまの江刺家委員のご質問にお答えし

ます。 

    まず、土地の減価の要因についてはどういうことかというご質問でしたけれども、

委員のおっしゃった地目が変わることによる減価も一つです。そして下落修正と言

って宅地の評価額というのは、今の制度では毎年調査を行って下落を行った場合に

は、それに応じて毎年下げるという措置が取られておりますので、宅地のままであ

れば、その下落修正の対象になる場合があります。宅地から山林あるいは原野等に

変更になった場合は、当然その時点で評価額が下がりますので、次年度の固定資産

の課税に反映されるものです。 

    もう一つは、家屋のほうのお問い合せだったと思うのですが、当然ながら家屋を

取り壊すときというのは、大概すごく古い物件になっております。建てるときとい

うのは、きれいな新しい高い物件になります。同じく１０軒建てて１０件壊したと

しても、残存する評価額、課税標準額というのは、全く比べものにならないのです。

１００円の建物を壊して１万円の建物が建てられたというような考え方でいくと分

かりやすいかなと思うのですが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 今分かりましたけれども、評価額というのは、古くなるたびに

下がっていくわけではなかったのでしたか。 
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〇委員長（上山 誠君） 会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  建物は下がります。ゼロ円までは下がりま

せんが、元々の価格のおよそ２割程度までは下がって、そこで下がり止まります。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 償却資産額の１６億３，０００万円の課税標準額、減というこ

となのですが、これはメガソーラーの関係とか、そういうことですか。何か大きな

要因がありますか。 

〇委員長（上山 誠君） 会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君） ただいまのご質問にお答えします。 

    委員おっしゃられたメガソーラーももちろん含まれます。減価償却資産というの

は、メガソーラーのパネルから、いわゆる普通の工場で使われるような機械設備、

そういったもの一切を丸っとまとめて課税客体として取り扱いますので、高価なメ

ガソーラーのパネルも、市販されているような機械の償却資産も全て混ぜた上での

課税標準額の移動となります。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） ２１ページに国庫支出金の中の土木費国庫補助金で道路橋りょ

う費補助金、２，９１８万２，０００円減になっているのですけれども、実際３，

０００万円を超える額が、道路メンテナンス事業費補助金というのが減額になった

かと思うのですが、歳出のほうを見ると、いろんな細かい修繕事業とかもあって、

もっと必要だ、これどういう、なぜこういうふうに減るのでしょうかという聞き方

も変ですが、ちょっと。 

〇委員長（上山 誠君） 地域整備課長、神久保恵蔵君。 

〇地域整備課長（神久保恵蔵君） 江刺家委員の質問にお答えします。 

    令和６年度は、こぶし橋の補修でございまして、工事費が９，６００万円程度で、

令和７年度の補修工事は、町道蛇口四斗餅線の三貫橋の補修で工事費のほうが４，

６００万円程度となっております。それの国庫補助金が５９．４％の掛け算になっ

ておりますので、補修内容等を見直して工事費が減ったものに対しての国庫補助金

も減となっております。 

    説明は以上となります。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

〇５番（江刺家静子君） はい、分かりました。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいですか。ほかに質疑ありますか。 
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    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  先ほど総務課長がお話しされたように、歳入そのものがどの支出

なのかというのがちょっと分かりづらいなと思ってさっき聞いていましたので、歳

出の説明のときに、国の交付金がこれですよとかというふうな内容で歳出のときに

説明いただければなというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

    今回は、ちょっと別なことでお伺いしますけれども、前にも聞いたような気がす

るのですけれども、ちょっといまいちこの言葉だけでは理解できないので、社会福

祉協議会派遣職員給与費等負担金５９０万円ですか、いまいちちょっと理解できか

ねるのですけれども、要は派遣して、あっちから金をもらうという、そこをもう一

回説明願います。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  それは、町職員を軽米町社会福祉協議会のほうに派遣してお

りますが、給料のほうはうちのほうから出ております。その部分で軽米町社会福祉

協議会からその給料相当分に近い部分を歳入で負担金として受けているものでござ

います。いちい荘のほうで直接払うのではなくて、うちで職員を派遣して払ってい

るので、給与体系が違うので、そういったことで相当部分ということで全額はもら

えないのですけれども、そういう形で負担をしているということです。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  役場の予算で出向しているのだなと思っていたので、もう見返り

はないものだと思っていました。全額ではないけれども、５９０万円といったら、

ほとんどそれの相当額なのか、１人分だと思うのですけれども、では別に出向、派

遣といってもあまり、ちょっと今までの考え方が違うなと思って聞きましたけれど

も、分かりました。いずれ軽米町社会福祉協議会で雇っているような形ですね。人

を貸しているという、そういうことですね、分かりました、理解しました。あんま

りいいのかどうかは分からないですけれども。 

    もう一つ、チューリップ球根購入協力金というのが２００万円あるのですけれど

も、これはどういう内容なのか、３１ページ。 

〇委員長（上山 誠君） 産業振興課長、小笠原隆人君。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君） ただいまの件についてでございますが、ちょっと資料

を持ち合わせておりませんので、調べた後にお答えしたいと思います。よろしくお

願いします。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに。 

    江刺家委員。 
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〇５番（江刺家静子君） ３０ページの一番下の行に経営安定対策等推進事業人件費等負

担金とありますが、これはどういうことに、雑入なので、どこから入ってくるもの

なのでしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 産業振興課長、小笠原隆人君。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    経営安定対策等推進事業というのは、田んぼの転作等を行った場合の事業でござ

います。本来こちらにつきましては、再生協の経営というのは、軽米町農業再生協

議会でやるものでございますが、こちらが国からの補助事業が年々減ってまいりま

して、とてもではないけれども、１人の人も雇用できないような金額になってまい

ったことから、何年か前からこちらに負担金として歳入のほうに納めまして、産業

振興課のほうで、そういうところを担ってもらうということで、再生協に入った補

助金分についてはこちらに納入しているというような状況でございます。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    さっきの答弁はまだか。 

             〔「今調べていました」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） それでは、休憩に入りたいと思います。１０分間休憩、１１時

１０分まで休憩したいと思います。 

               午前１０時５９分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時１０分 再開 

〇委員長（上山 誠君） それでは、再開いたしたいと思います。 

    先ほどの答弁、それでは産業振興課長、小笠原隆人君。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君）  先ほどの答弁漏れの件です。チューリップ球根購入協

力金のところなのですが、昨今すごく球根の購入費用が上がっておりまして、以前

１００万円、１５０万円ぐらいで買えたものが、今同じ数を買うと５００万円を超

える金がかかるというところもございまして、財政サイドとも相談をいたしまして、

協力というか、入園者の中でご賛同いただける方から協力金をいただいてはどうか

というところがありまして、載せたものでございます。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ただいまの説明でちょっと理解できかねるのですけれども、とい

うのは、値上がりして高い、高い球根をまず役場で買ってくると。それをもっと高

い金で売るということですか。そうしないと同額で売っても意味があるのか。 
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〇委員長（上山 誠君） 産業振興課長、小笠原隆人君。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君）  球根を売るということではなくて、チューリップ園の

入園料に、入園する方にご賛同いただける方から協力金をいただきたいというとこ

ろでございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ということは、入園料は入園料、そのほかに球根を購入するため

の協力金ということをお願いするということ。 

〇委員長（上山 誠君） 産業振興課長、小笠原隆人君。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君） そのとおりでございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  それに賛同する人たちがどの程度あるかは、やってみなければ分

からないでしょうけれども、それこそイベントをやるための、あそこはチューリッ

プを、それこそチューリップが一番の目玉でしょうから、チューリップの球根をい

ずれ購入するための費用が足りなくなっているということからの発想だと思うので

すけれども、それだったら、一つの森と水とチューリップフェスティバル全体のイ

ベントの中での何らかの収入源を見いだすほうが理解しやすいというか、賛同しや

すいのかなという気がするのですけれども、ただ単なるチューリップの球根を購入

するための協力金というのは、入園料を払っているのではないかと言われかねない

なと思うのですけれども、その辺の議論をされたと思うのですけれども、その辺ど

のような議論の結果でこのようになったのか、ちょっと説明いただければと思いま

す。 

〇委員長（上山 誠君） 産業振興課長、小笠原隆人君。 

〇産業振興課長（小笠原隆人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    こちらにつきましては、産業振興課で企画したものでは正直ございません。経費

がかさんでいることから、財政サイドのほうからそのようにしたほうがいいのでは

ないか、そのようにしなさいという指示を受けたものでございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

             〔何事か言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 副町長、江刺家雅弘君。 

〇副町長（江刺家雅弘君）  ただいまの関連についてですけれども、いずれ明らかに球根

の費用が単価が非常に上がっているというようなことでございまして、財政サイド

から、例えばの意見として、だから具体的には最初は入園料を増額するかというよ

うなことで町民の方以外、町外から来た方々の料金を少し値上げをして、その中か
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ら少し分を球根代というか、そういった形で協力金として入れようかというような

こともいろいろ今考えている最中です。 

    なので、先ほど中村委員のおっしゃったとおり、イベント代として別な形でとい

うようなご意見もありました。結局今の時点では、きちっとした、どのような形で

協力金をいただくかという１００％の方向性というのは、まだ定まってはいないと

いう状況です。 

    ただ、いずれにしろ、そういった費用もかかっているということで、ただただ町

のほうから負担していくということではなくて、何らかの形でやっぱりいただくよ

うな形でやっていくべきではないかということで、計画も定まっていない、内容も

きちっとない中で、取りあえず２００万円というような形で今予算を計上している

というような状況でございます。 

    なので、詳しいこういった形で協力金をいただくというような明確な回答はでき

ませんけれども、いずれ何らかの形でいただくような方法を考えていかなければな

らないということで今検討しているような状況でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） ２８ページのところなのですが、ふるさとづくり振興基金繰入

金、こういうのがあります。前年度はゼロで、今回が１，６９０万円ということで、

先ほどの地域おこし協力隊関係のことに使うために繰入れをするということだった

のですが、歳出のほうにこの部分がいっているとは思うのですが、具体的に基金を

取り崩してどういうことに充てようということになっているのか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまのご質問でございますふるさとづくり振興基金繰入

金の取崩しの内容ということで、先ほどご説明申し上げました地域おこし協力隊の

活動へ充当したいというお話を申し上げましたが、地域おこし協力隊、現在何名か

配置しておりますが、その方たちの任期が終わる方がいらっしゃいます。 

    ただ、その方々は、また地域に定着しながら、さらにまた活動を広げたいという

ことで、町としても継続任用したいという考えの下から、これまでは国の財源、特

別交付税で措置されてまいりましたが、それがなくなって純然たる町の単独の雇用

というふうな形になります。ですので、地域づくりの観点から、目的に沿った形で

この基金を活用して、町づくりの一翼を担っていただきたいということから今回こ

の基金を、前年度はゼロでございましたが、新たに使わせていただきたくて予算を

計上したものでございます。 

    あと音更町との姉妹町締結４０周年記念事業も、そういったお互いの交流事業の
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中で、この経費を活用して事業を進めたいというものでございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 地域おこし協力隊の任期が終わる方の雇用するためにというこ

とでした。何人ですか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） 隊員は２名の方でございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） ありがとうございました。そうすると、この人たちを続けて雇

用するために、採用のこととか、条例改正とか、そういうことは何も関係ないので

すか。雇用する場合は、職業安定所を通してとかあるのですけれども、そういうこ

ととかはどうでしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 雇用形態についてです。政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    今想定しているのは、令和２年度と令和３年度にそれぞれ着任された地域おこし

協力隊の方、２名おりますけれども、コロナの関係の特例で延長されておりました。

先ほど総務課長が申しました令和６年度で、その延長も終了するという状況にあり

ます。 

    引き続き、町のにぎわい創出、あと宇漢米館の活用促進、そういったものを継続

して行っていただくという目的で、町独自の地域おこし協力隊、今仮称で考えてお

りますが、地域おこし専門員という形で引き続き任用させていただけないかなとい

うことで検討しているところでございます。 

    その費用に係る報酬、活動の補助金、そういったものを含めて予算化させていた

だきたいなということで計上しております。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに質疑。 

    大村委員。 

〇９番（大村  税君）  今のことについてですが、評価が薄いような気がしてならないの

です。この２名の方々、各自治体の地域おこし協力隊の方が大変活動しているのだ

けれども、軽米町の場合はさっぱり見えてこない、何回も評価してほしいというこ

とは私も意見を申し上げておりましたが、なぜこのふるさとづくり振興基金を充て

なければならないのか。それよりは新規の募集をして新しい人を入れたほうが国か

らの事業補助金で賄えることなので、そのほうに切り替えたほうがいいのかなと私

は思うのですけれども、そういう議論がなされたのか、なされないのか、お伺いい
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たします。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問についてお答えさせていただきます。 

    まず、評価という意味でございますけれども、彼ら２人がこれまで活動してきた

ことをご紹介させていただきます。まず、商品開発また地場産品の活用ということ

で各種イベントに参加されて軽米商品のＰＲをされております。また、ミル・みる

ハウスの新メニューの企画も行っております。また、昨年の６月からは宇漢米館の

カフェの開業のほうを行っており、大変好評されているところでございます。 

    また、町のＰＲという点でございますが、かるまいテレビのほうに出まして、ワ

ンダフルタイムということでＰＲ活動、またエフエム岩手とか、各種テレビ番組の

ほうに積極的に出ていただいて、町のＰＲ活動をしてございます。また、ＳＮＳな

どの情報発信についても行ってございます。また、移住交流という点でございます

が、移住コーディネーターとして移住者の相談、町内の案内等について活動してい

ただいております。また、移住フェアとして東京、仙台などに、その対応というこ

とで参加してございます。 

    また、今年度については、宇漢米館のオープニングイベントについて企画、実施

しております。例えば開運！なんでも鑑定団、軽米のど自慢大会、軽米町Ｓｗｅｅ

ｔｓ Ｆｅｓｔａ！、今週の木曜日にございますけれども、そのような活動をして

ございます。 

    こういった活動を通じまして、町民の皆様からも、ぜひとも継続して活動してい

ただきたいというふうなご要望等も踏まえまして、このような形で進めてまいりた

いと、そのように考えておりますので、ご理解いただきますよう、よろしくお願い

いたします。 

〇委員長（上山 誠君） 大村委員。 

〇９番（大村  税君）  行政のほうでは大変評価が高いようですけれども、町民からの声

は私が耳にするところでは評価が低いというように捉えています。というのは、移

住、定住のコーディネーターとか務めているでしょう。いまだかつて移住、定住の

人が増えていますか。あまりにも膨大な地域おこし協力隊の仕事というか、活躍の

場が多過ぎている原因も私はあると思います。移住コーディネーターを務めている

のだけれども、しからば移住者をどのようにしてＰＲしてきたかというのは見えて

こないです。 

    そういうのであれば、新しく募集して、新しい風を吹き込むほうが町のためには

私は貢献できるというような思いで質疑させていただいたのですが、そういった議

論がなかったのか。どこでそういった議論をなされているのかお示し願います。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課長、野中孝博君。 
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〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    まず、町民の声、評価についてでございますけれども、様々なご意見あろうかと

思います。そういった中でも、また近年のカフェの営業ですとか、今のオープニン

グイベントの企画、実施などから大変好評をいただいているというふうな声も現に

聞いてございます。 

    また、お二人の活動については、移住、定住について、評価、結果が出ているか

どうかといえば、彼ら２人が全てそれを担っているわけではなく、私たちもそれに

ついて主体的に動いているわけですが、その辺の結果が出ていないということにつ

いては、また引き続き努力してまいりたいと考えてございます。 

    また、彼らの活動というのは、移住、定住に限らず、町のＰＲも含めて多くのテ

レビはじめ、メディア等にも出演されておりますので、それをきっかけにまた軽米

町を知っていただくというふうなことにもつながっているかと思いますので、その

点についてもご理解いただくよう、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    大村委員。 

〇９番（大村 税君） 見直す考えはございませんか。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    新しい風を入れるという意味でも、そういう意味での効果もあるということはご

ざいますけれども、現段階では、彼らお二人を任用しまして、引き続き宇漢米館カ

フェをはじめとする各種活動に従事していただきたいと考えてございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

〇９番（大村 税君） 分かりました。 

〇委員長（上山 誠君） ほかに。 

    茶屋委員。 

〇８番（茶屋  隆君）  今のご意見、確かにそういうふうな面もあるとは思います。それ

はその方の見方ですけれども、私は私として町民の声を聞けば、今まで来ている方

たちは、もうだんだんに軽米町に根差してきたような活動をしているのではないか

というようなことも聞きます。私も地域おこし協力隊に関しては、何回も３回も、

４回も、５回も提言したり、あとはこういうふうにしたらいいだろうというのをし

ゃべっています。 

    それに対して、確かにやることが多過ぎるということは、何回も私も繰り返して、

やっとこの頃地域おこし協力隊の方も６人に増えました。それで、今取り組んでい

る、今年もまた募集もしていますし、これからもいい方向にいくのではないかなと

思っています。 
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    例えば今移住、定住に関しても、取り組んでいる移住コーディネーターというこ

とですけれども、移住、定住、そういったのには私たち議会も研修にも行って取り

組んでいます。果たしてどうでしょう、そんなに簡単にできるものではない。やっ

ぱりそれを土台にして、また協力しながら、地域おこし協力隊の人たちも協力しな

がら、議会とも話合いをしながらやっていかなければいけない問題だと思いますの

で、私としては、やっぱり彼らは彼らなりに頑張ってきている。 

    確かに町民に対する説明であるとか、そういった報告会とかというのをやったほ

うがいいのではないかということを私は言っています。やっぱりそういうのが足り

ない、知らないで理解していない人もいっぱいいるということだと思います。やっ

ぱりその辺を考えれば、ご理解してくれるのではないかなと思いますけれども、そ

ういうふうな形でこれからやっていければいいと思いますけれども、いかがでしょ

うか。 

〇委員長（上山 誠君） 町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君）  大変いろいろ今ご意見、ご提案をいただいておりますけれども、

２人がこれまでやっていただいたことは、非常にソフト面というか、そういった面

が非常に多くて、それなりの成果は出してきてもらっております。 

    例えばさるなしたまご、さいとう製菓の社長と渡りをつけていただいて１日４０

０個売上げを伸ばすとか、今いまるカフェを運営してもらっておりますけれども、

これもまた非常に業績が伸びてきております。 

    そういったソフト面ではなかなか皆さんに見えないところも非常に多いと思って

います。そして今、議会のほうからの宮城県軽米人会、これも立ち上げたらどうか

というご提言もいただいております。彼は、ちょうど仙台出身でございますので、

そういった面でも今期待をしているところでもございます。 

    そういった我々行政として、内側で一緒に仕事をしながら、行政の評価高くても

なかなか町民には理解していただけなかったところも我々少し反省しながら、そう

いったいろんな活躍をしていただいているというふうなことも併せて町民にいろい

ろ知らしめながら、何とか一緒に頑張っていただいて、これ１年間ということでご

ざいますので、またそれを見ながら、次の段階を考えていきたいというふうに思っ

ております。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 地域おこし協力隊の説明を聞きました。お二人ということなの

ですけれども、軽米町産業開発のミル・みるハウスにもう一人の方がいらっしゃい

ます。あの方の人件費とかはどうなっているのかお聞きできますか。 
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             〔「歳出のときにお話しします」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 歳出に出てくるそうなのですけれども、今聞きますか。 

             〔「歳入があって、入れたのかどうかを聞きたい 

               のだ」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまの江刺家委員のご質問にお答えいたします。 

    以前は地域活性化起業人ということで派遣をいただいていた方のことになるかと

思いますけれども、令和５年度でその３年間の任期が終わりまして、引き続き令和

６年度は会計年度任用職員ということで町単費の費用で引き続き従事していただい

ております。 

    業務内容としては、軽米町産業開発の経営、管理と身分としては移住コーディネ

ーターということもお願いしておりますので、そういった移住、定住関係のセミナ

ー等に行っての声かけ等をしていただいておりますし、また企業誘致関係、そうい

ったものについてもいろいろアドバイスいただいているという状況で、令和７年度

につきましても引き続き同じ形で考えているところでございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） そうすると、財源は一般財源、一般財源というか、すみません、

直接払っているのか、軽米町産業開発の中に委託したような形で一般財源でいって

いるのか。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    身分は、会計年度任用職員ということで町の職員となっております。業務場所と

いうのが軽米町産業開発のミル・みるハウスに職場、出勤はしていただいておりま

す。 

    なお、その活動状況については、毎週業務報告ということで１週間ごとの業務報

告をいただいて、その内容を管理しているという状況になってございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。いいですか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ３０ページにあります後期高齢者保健事業市町村補助金というの

があるのですけれども、これは多分後期高齢者広域連合議会の中からの補助金なの

かなと思っていましたけれども、私もその広域連合議会の議員になっていまして、

年に２回ぐらい出席しているのですけれども、その中で各市町村の方々から出るの

が、各市町村でやる保健事業のあれがなかなか有効に使われていないのではないか

というふうなお話がよく出ています。 
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    そこで、軽米町ではどういうことやっているのかなというのが私自身分からない

ので聞いているのですけれども、歳出のところでもいいのですけれども、いずれ来

年度は２９０万円の予算を計上しているわけですけれども、どのような事業をこれ

までやってきたのか、そして来年度はどのような事業をやろうとしているのかを教

えていただければなと思います。 

    今でなくても、歳出でもいいですけれども、どちらでもよろしいですので。 

〇委員長（上山 誠君） 休憩します。 

               午前１１時３６分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時３７分 再開 

〇委員長（上山 誠君） 再開します。 

    ほかに質疑ありますか。歳入に関して。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） ３１ページの町債、総務債のところなのですが、全国瞬時警報

システム受信機更新事業債ということで、これは何年、１回事業したら今回で終わ

りますか。それとも何年であと返していくかとかをお聞きしたいです。 

    Ｊアラートの更新だと思うのですが、何かよその町村等を聞けば、軽米町みたい

にＪアラートを放送していないというようなのを聞くのですけれども、ちょっとこ

の中身についてお伺いします。事業債の計画といいますか。 

             〔「ちょっと休憩して」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 休憩します。 

               午前１１時３８分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時３８分 再開 

〇委員長（上山 誠君） 再開します。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  このシステムについては、例えば北朝鮮でミサイルを発射し

たとか、そういった国民保護の観点から緊急放送をする、一斉放送して、それを受

けて町民の皆さんにも、よく試験放送は皆さんもお聞きになったと思いますけれど

も、男性の声、ああいった放送のシステムの機器の更新ということで、消防庁のほ

うから、これは令和９年度までにということだったのですが、令和７年度に前倒し

で進めろというような強い要請がありました。 

    また、先ほども申し上げましたとおり、今言いました緊急防災減災事業を活用で

きるというのも令和７年度ということでしたので、今回予算計上させていただいた

ということでございます。 
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〇委員長（上山 誠君） これは、この１年で終わるかどうか、そういう話。 

〇総務課長（日山一則君）  すみません、答弁漏れでした。１年、単年度事業でございま

す。 

    テレビの放送の関係の部分については、本年を初年度として来年、再来年まで３

年の事業となります。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） そうすると、情報無線とは全く別の設備ということですか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  情報無線とは全く違うシステム、情報無線に連動させるとい

うものです。こちらで操作するのではなくて、国から一斉の通知があれば即、とに

かく即時に、緊急放送ですから流れなければならないというものでございますので、

そういう形で機械を更新するものです。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに、歳入、質疑ありますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） ないようなので、歳入を終わりたいと思います。 

    それでは次に、歳出に入ります。 

    それでは、歳出のほう、２款総務費１項の説明をお願いします。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） それでは、歳出予算のほうの説明に入らせていただきます。 

    予算書のほうは３５ページ後段のほうからとなります。総務費の一般管理費でご

ざいますが、節ごとの詳細な説明という部分は省略させていただきますので、大き

な事業あるいは重点施策・主要事業等のほうに掲載しております事業をご説明申し

上げたいと思います。 

    資料のほうは４ページものの資料として、予算の概要で説明しました資料の２ペ

ージ目になりますが、重点施策・主要事業等という部分を併せて御覧いただきたい

と思います。 

    まず、報酬あるいは給料等につきましては、説明のほうは省略させていただきた

いと思いますので、そのままページを進んでいただきまして、３７ページを御覧い

ただきたいと思います。３７ページの７節報償費、あとそれから１０節の需用費、

それから１１節の役務費のほうを御覧いただきたいと思いますが、この中で町村合

併７０周年記念事業ということで、重点施策・主要事業等のほうもちょっと御覧い

ただきたいと思いますが、右側の５、多様な交流が生まれる魅力あるまちづくり（交

流・観光・文化）という中で真ん中にございますが、町村合併７０周年記念事業３
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４９万８，０００円ということで予算を計上しております。 

    予算書のほうに目を向けていただいて、報償費につきましては、町村合併７０周

年記念事業ということで、記念講演会講師謝礼等５３万円、それから表彰記念品等

５８万８，０００円を見込んでおります。また、１０節の需用費につきましては、

関連する消耗品費２０万円、印刷製本費２８万８，０００円。それから、役務費に

つきましては、合併７０周年記念の新聞広告料１９８万円ということで予算を計上

させていただいております。こちら合わせまして３４９万８，０００円となります。 

    合併７０周年記念事業といたしましては、式典の開催を計画しております。なお、

各種分野で町勢の発展等にご尽力された方への表彰も併せて行うという形と、それ

から記念の講演会を行うと、こういった部分を柱に検討しているところでございま

す。詳細については、これから詰めようということで進めております。 

    あと次のページになります、３８ページでございます。こちらでは無人航空機（ド

ローン）操縦士資格取得手数料５４万７，０００円、これをまた継続して計上して

おります。今年度ドローンも整備いたしました。ドローンを操作をする職員につい

ても、現在３名、１人が今受講を受けて資格を取得中でございます。ただ、目に見

える範囲での飛行は可能なのですが、見えない範囲までとなると、国家資格といい

ますか、資格が必要になるということでございまして、そちらのほうにも２名ほど

の予算を計上いたしまして資格を取得したいなというふうな形で予算を計上させて

いただきました。 

    なお、ドローンの操縦隊というと、ちょっと大げさになるかもしれませんが、そ

ういった職員で構成した形で様々な活用方法等を検討しながら、あるいは操縦の熟

練ができるように、スムーズにできるように、常にそういった活動に入れるような

体制を取るような仕組みを検討しているところでございます。 

    それから、次のページでございます。一番上のほう、システム標準化改修業務委

託料でございます。３，５８６万３，０００円、これはデジタル庁が進めておりま

す全国的なシステムの標準化ということで令和７年度をもって完了させるという目

標に従いまして進めるものでございます。これについては、デジタル基盤改革支援

補助金ということで同額３，５８６万３，０００円を雑入のほうに予算計上してお

ります。これは国庫の補助金でございますが、国ではＪ―ＬＩＳ、地方公共団体シ

ステム機構、そちらのほうに業務を委託しておりまして、それに国費が流れ、そこ

の機構のほうから各団体へ補助金が流れるといった形から国庫補助金ではなく諸収

入のほうに予算計上しているものでございます。 

    それから、また重点施策・主要事業等のほうをちょっとまた御覧いただきたいの

ですが、一番最後です。７、社会変化に対応した行財政運営（自治体ＤＸ・情報発

信）ということで、これは継続して事業を進めておりますが、自治体ＤＸ推進事業
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ということで２９８万１，０００円を予算措置させていただいております。 

    予算書に戻っていただきますが、３９ページ一番下です。下から２行目、ビジネ

スチャット使用料６３万４，０００円、これはＬｏＧｏチャットということで、議

員の皆様も活用されていると思いますが、そのシステムの使用料、それからＷｅｂ

アンケートフォーム使用料５３万５，０００円、こちらはＬｏＧｏフォームという

ことでございます。 

    それから、めくっていただいて４０ページに移っていただいて、電子契約クラウ

ド利用料４４万３，０００円とＬＩＮＥ公式アカウント情報配信システム使用料１

３６万９，０００円という形で、これは継続してこのシステムを活用しながら情報

発信等の強化に努めながら、ＤＸ化を進めていくというものでございます。 

    それから次、４０ページの中段、工事請負費でございます。軽米町農村環境改善

センター１階大会議室照明器具交換工事６２６万７，０００円を計上いたしました。

歳入の町債のほうでもご説明申し上げましたが、脱炭素化推進債という起債を活用

いたしまして、１階ホールの照明器具のＬＥＤ化を図るというものでございます。 

    それでは、一旦ここで区切らせていただきます。 

〇委員長（上山 誠君） それでは、政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君）  それでは、２款総務費、１項総務管理費のうち政策推

進課分としてふるさと納税についてご説明させていただきます。 

    別紙資料の重点施策・主要事業等のほうの右側、５、多様な交流が生まれる魅力

あるまちづくりの３つ目になりますふるさと納税推進事業、こちらにつきましては、

令和７年度におきましても、納税額、今年度と同額の３，０００万円という見込み

で支出のほうも計上させていただいております。 

    ふるさと納税につきましては、令和５年１０月から制度の厳格化が国のほうで示

されたこともありまして、返礼品を含めた事務費等を含めて５割以下にしなければ

ならないという中で今進めているところでございます。その中で返礼品、３割未満

に抑える、あとポータルサイト等を使って発信を行っておりますので、その代行委

託料等を含めて予算化させていただいております。 

    なお、令和６年度の２月末現在の寄附金の状況についてご報告させていただきま

すが、２，５８８万１，０００円となってございます。令和５年末現在との比較で、

まだ３月分は入ってございませんが、およそ１００万円弱のマイナスという状況に

なってございます。 

    返礼品につきましては、新規開拓という部分は、ご指摘をいただいておりますの

で、引き続き町内業者のほうにもお声かけしながら、新たな返礼品の発掘等を行っ

ていきたいと考えてございます。 

    以上で、ふるさと納税についての説明を終わらせていただきます。 
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〇委員長（上山 誠君） これで一般管理費はいいですね。皆さんにお諮りします。これ

質疑、多いでしょうか、ありますか、ここの分。 

             〔「時間になったら」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 時間で切ればいいか、では質疑ありませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  町村合併７０周年記念事業についてお伺いします。私も一般質問

で聞く予定だったのが時間切れだったので、回答は聞いていましたので、私ではな

い同僚議員も聞いていましたので、その中からちょっとお伺いしたいのですけれど

も、まず表彰をしたいというふうなお話ですけれども、表彰は毎年表彰規定に準じ

た形で町長表彰されているわけですけれども、今回町村合併７０周年記念事業に向

けての表彰というのは、従来のものとして考えるのか、また新たな例えば町勢功労

者とか、そういうふうな長年にわたる多大なる功績を残した人に対してというふう

なことなのか、その辺の表彰の基準をどのように考えているのか、お伺いします。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    定例の表彰とは別といいますか、と併せながら、特別功労とか、そういった形で

１０年の節目として、前回の表彰基準を参考に、そういった形で表彰のほうは行っ

てまいりたいというふうに考えております。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいですか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  いずれ今までの町長の施政方針演述の中にも、長い歴史の中での

いろいろな尽力された方々に対しての敬意を表したいというふうなお言葉もあった

のですけれども、個人も含めて、やはりこれまでの多大なる功績を残した人という

のは何人もないと思うのですけれども、そういう方々を掘り起こした上で、やはり

表彰する制度を新たにつくるべきではないのかなと。 

    何かそういう方々が次々ともう故人になっているのが寂しいなというふうに私は

思っていましたので、ぜひ新たなものとして町村合併７０周年を記念して作ってほ

しいなということを要望し、併せてこの記念事業で、何か一般質問の方の答弁の中

に記念誌は作らないという答弁をされていました。５０周年のときは作ったけれど

も、３０周年のときも作ったと思いましたけれども、何か寂しいなというふうに感

じました。 

    なぜ私はそれを言うかというと、５０周年から７０周年までの２０年間、まさに

山本町政そのものであると。やはり山本町政の長い２０年間のそれこそ歩みをやっ

ぱり記念する形での歴史を当然残すべきではないのかなと私は思うのですけれども、

職員も忙しくなるかとは思うのですけれども、ただ私はだからこのことについて今
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までも心配していたのは、行政広報の中に行政記録の保存があまりにも少ないとい

うことを常々言っていました。 

    というのは、やはりそういうことで、こういう時期に、その歴史をひもといたと

きに、どこからどのような形で歴史の歩みを見つけ出していくかというのは大変ご

苦労なさるのではないかなとは思いますけれども、でも最低限今７０周年を迎えた

上で、やはりこの２０年間の部分、６０周年のときは簡単な何かリーフレットみた

いなのを作ったのですけれども、それだけではなく、もう少しいつ何を造ったのか

とか、いつ何をやったのか、そういうふうな歴史的な記録は当然何かで残してほし

いなと。それこそが重要な問題ではないのかなというふうに私は思うわけですけれ

ども、やはり考えて、今予算はそれはないようですけれども、やはりそれを今後作

る方向で予算化していってもいいのではないかと思いますけれども、いかがでしょ

うか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  委員おっしゃるとおり、そういった節目の年ということで非

常に大事な有意義なことだとは考えております。 

    記念誌につきましては、ご答弁申し上げましたとおり、予定は現在しておりませ

ん。広報の特集号という形でこの歩みを、さらにそこで充実することは可能かと考

えておるところでございますので、そういった形で今後検討してまいりたいと思い

ます。 

〇委員長（上山 誠君） まだありますか。中村委員。 

〇６番（中村正志君）  一言。いずれ現時点では総務課長の立場ではそういう答弁しかで

きないのかなと思いますけれども、やはり検討してもいいのではないかと思います

が、その辺のところを再度お願いします。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  今のところは考えておりませんので、同じ答弁になるのです

けれども、検討という回答でよろしければ、検討させていただきます。 

〇委員長（上山 誠君） では、時間になりましたので、質疑はまたあるかと思いますの

で、今午前中はここまでということで、午後１時から再開したいと思います。 

               午前１１時５９分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 零時５８分 再開 

〇委員長（上山 誠君） それでは、そろいましたので、時間がちょっと早いですが、会

議を再開したいと思います。 

    それでは、休憩前の一般管理費について質疑ありませんか。 

    中村委員。 
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〇６番（中村正志君）  農村環境改善センターのほうの照明を直すということのようです

けれども、まず農村環境改善センターの管理は総務課でよろしいのでしょうか。 

    今までは農村環境改善センターが、宇漢米館ができるまでは集会施設として、ま

たイベント会場として使われてきたわけですけれども、宇漢米館ができて、今後農

村環境改善センターも非常にまだまだ立派な施設だと思いますけれども、どのよう

な形で活用していこうとしているのか。ただ単なる貸し館で終わっているのか、そ

の辺ちょっとお伺いできればと思います。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまのご質問でございます。管理のほうは産業振興課が

所管しております。今回事業の実施に当たっては、総務課で予算を調整したところ

でございます。 

    現在の利用状況、委員のおっしゃるとおり宇漢米館が完成いたしまして、大分あ

ちらのほうでいろいろな催し物、あるいは会議等も、会議室も備えてありますので、

大分あちらのほうへシフトしているという状況でございます。 

    庁舎の隣接地ということで、現在は確定申告ということで町民の皆様の申告相談

を実施しておりますが、そのほか２階、３階にあっては、会議室の利用という形で

使っているところでございます。 

    今後の利用については、今のところ具体的にどういったものというのはありませ

んが、いずれ今農村環境改善センターの室内は非常に暗いということから、ＬＥＤ

化して環境の改善を図ってから、その用途については、いろいろな形で検討をして

いかなければならないと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（上山 誠君） 中村委員。 

〇６番（中村正志君）  農村環境改善センターは昭和６０年に完成して、もう３０年以上

たっているのだけれども、まだまだ使える施設だなというふうに思うわけですけれ

ども、できた当初から軽米町では本来ならば、軽米中央公民館に代わる施設だとい

うことで、それこそ昭和６０年９月１日からは軽米中央公民館としてスタートしよ

うとしたという経緯が、歴史があったのです。そのときに職員もこちらによこした

という経緯があったのですけれども、急遽ストップがかかって、補助の関係なのか

どうか分からないですが職員が戻されたということで、でも町としては、あそこを

本町の古い軽米中央公民館の代わりとして使いたいという考え方、実際そういうふ

うな造りでもあるなというふうに私は思っていて、現在宇漢米館が完成したから、

本町の軽米中央公民館のほうは施設を廃止した。 

    施設を廃止したのはいいのでしょうけれども、ただそれに代わる公民館活動とか、

公民館事業等をやる場所としては、宇漢米館もあるかもしれないけれども、私は宇

漢米館の部屋等を見た場合に、公民館活動するにはちょっと部屋数が少ないのでは
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ないかと私自身は見ています。 

    そういうふうな点を考えた場合、宇漢米館は宇漢米館で活用するかとは思うので

すけれども、農村環境改善センターを今現在条例上公民館というふうな、軽米中央

公民館がないので軽米中央公民館に代えて、軽米中央公民館は軽米中央公民館とし

ての活動を宇漢米館も含めてやって、少し町民の学習活動を盛んにしてもいいので

はないかなというふうに私は思うわけですけれども、そういう考えはないのか、お

伺いします。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまのご提言といいますか、ご質問ですけれども、確か

にそういった公民館的な活動の施設としても十分有効に活用できると思います。こ

れまでもあそこのフロアでダンスのサークルとか、そういった形での利用等もござ

いました。宇漢米館との協調を図りながら、公民館活動については、位置づけはし

なくてもそういったものに使えるような形でのことも検討していきたいというふう

に私も受け止めました。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに質疑ありますか。 

    茶屋委員。 

〇８番（茶屋  隆君）  先ほどの主幹の説明では、ふるさと納税に関してですけれども、

ふるさと納税は２月末の部分で２，５８８万１，０００円ということで、私もこの

頃聞いていなかったのですけれども、３，０００万円前後かなと思っていましたけ

れども、去年、おととしは３，０００万円を超えましたか、超えていないと思って

いましたけれども、確認ですけれども、ちょっと教えていただければ。 

             〔「休憩」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 休憩します。 

               午後 １時０４分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時０５分 再開 

〇委員長（上山 誠君） 再開します。 

    政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    先ほどちょっと金額について誤っておりましたので、ただいま訂正させていただ

きたいと思います。令和６年度、令和７年２月末現在の納税額でございますが、２，

８５８万１，０００円となっております。訂正いたします。おわび申し上げます。 

    また、近年のふるさと納税の状況についてご説明いたします。令和５年度は２，
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９５３万８，０００円でございます。令和４年度は３，１５３万２，０００円とな

っております。令和３年度は２，４６９万４，０００円となっており、ここ２年ぐ

らいはおおむね３，０００万円前後というところになっております。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） 茶屋委員。 

〇８番（茶屋  隆君）  私もふるさと納税に関しては、まず１，０００万円を超えてから

順調に伸びてきて２，０００万円まで来て、３，０００万円まで来るあたりからち

ょっとやっぱり難しくなっていますけれども、やっぱりそれは返礼品が少ないとい

うのもあるかもしれませんけれども、その辺を今後もうちょっと、今はもう億の単

位でよそでは来ていますけれども、それは無理としても、これから伸ばしていくた

めには、どのような政策を考えていきたいと思っているか、ちょっと伺いたいと思

います。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    まず、返礼品につきましては、毎年改善といいますか、新商品の追加を随時行っ

てきております。今年度ですと、苅谷果樹園のブルーベリーですとか、あと東北限

定の黒ラベル、今まで３５０ミリリットルしかやっていなかったのですが、５００

ミリリットルを追加するとか、あとは桜の木のキーホルダー、コースター、かんざ

し、ｔｕｍｉｋｉｃｌｕｂの商品を取り入れるとか、そのようなこともしてござい

ます。 

    また、来年度に向けまして、何かそういう体験とか、商品だけではなくて、何か

セミナーとか、体験会に参加するようなもの、あとは宿泊に関するもの、そういっ

たところをまた追加してまいりたいと考えております。 

    今現在返礼品の種類、数でございますが、１５８点となっております。近年に比

べれば随分増やしてきてはございますけれども、引き続き新商品を町内の事業者と

協力しまして追加してまいりたいと考えてございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） 茶屋委員。 

〇８番（茶屋  隆君）  ありがとうございます。私、ちょっとふるさと納税謝礼品という

のは返礼品のことですよね、これが前年は９５０万円、令和７年は９００万円にな

って、あれと思ってそれを見た途端に、何で下げたのかなと、もっといっぱいやっ

て、意欲がちょっと、３，０００万円を超えられないでいるからそうしたのかなと

いうので、そうではなくして、やっぱり新しいこともチャレンジしていけばいいと

思うのですけれども、例えばですけれども、これはどうかと思いますけれども、今

は子供たちもいなくなりました。家族の人も少なくなってきて、例えばお墓のお掃
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除をするとか、うちの周りの草を取ってやるとか、そういったのを、私は盛岡に行

っている娘に言われたのですけれども、お父さん、お母さん、元気なうちはいいけ

れども、私たちが行けなくなったらどうするのだ、そういうふうなのも返礼品とし

て取り扱っていければ、意外といいのかなと思ったりしますけれども、いかがでし

ょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） お答えいたします。 

    すみません、ちょっと説明不足で大変恐縮でございます。お墓の清掃代行、あと

草刈りサービスにつきましては、令和５年度に追加いたしまして、返礼品としては

対応しているところでございますが、ちょっと利用のほうがまだ低調ということで

ございますので、引き続きＰＲのほうをさせていただきます。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） 茶屋委員。 

〇８番（茶屋  隆君）  すみません、私が認識不足でございましたけれども、やはりそう

いったのは、新しい発想で今までと違って返礼品だけではないものを考えているみ

たいですけれども、先ほどもいろいろ言いましたけれども、そういったのにやっぱ

りこれからチャレンジしてやっていけばいいのかなと思いますので、考えてやって

いってほしいと思います。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） 先ほどちょっと答弁漏れがございましたので、答弁させ

ていただきます。 

    返礼品の予算額の減額につきましては、昨年度からの返礼品の返礼割合の厳格化

とか、納税額の半分以下に経費を抑えるというふうなところがされましたことから、

様々なサイトを使って募集もしてございますので、その辺の経費の関係もありまし

て、このような対応とさせていただいております。 

    また、納税額が増えるようであれば、また補正のほうで対応させていただきたい

と思っておりますので、よろしくお願いします。 

〇委員長（上山 誠君） ほかに質疑ありますか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ここは人事課でしょうから、特別職報酬等審議会委員報酬がある

わけですけれども、多分その時が来ればというふうなことでの予算だとは思うので

すけれども、ただ、昨今、それこそ職員というか、勤労者の賃金の値上げというの

が、民間等でかなり言われていると。職員等においても当然値上げというか、人勧

のほうからそういうふうな勧告があったと思うのですけれども、特別職に関しての
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今時点での値上げというか、見直しとかというふうな考えはあるのか、ないのか、

お伺いします。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまのご質問でございます。特別職の報酬等の見直しに

ついては、ここ数年といいますか、かなりやっておらない状況でございます。ただ

今委員ご指摘のとおり状況が大分変わってきておりますので、見直す時期かなとい

うふうには考えております。ですので、調査を進めながら、近隣等あるいは全国的

な様子を情報収集をしてまいりまして、検討させていただきたいと思います。 

〇委員長（上山 誠君） 中村委員。 

〇６番（中村正志君）  特別職といえば様々職があるかと思いますので、それぞれの動き

があるかと思うので、臨機応変に対応できるようにしていただければなと思います。 

    それとあともう一つ、いろんなことを事業等でいろいろ質問したり、要望したり

した場合に、常々人が足りないので、職員数が足りないのでというのが、ここもう

１０年以上前から毎回言われていると、監査委員からもそういうふうな指摘もある

と。 

    では、具体的に実際に何人不足しているとか、何人あれば現状の業務が全うでき

るのか、そういうふうなお考えを、考えたことがあるのか、その辺もし、あと何人

いれば充足できますとかというふうなお考えがあるのか、ちょっとお伺いしたいな

と思います。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまのご質問です。職員の定員管理といいますか、適正

化計画というものをつくって、それに基づいて定期的な採用等を図っていくという

ことで計画しております。 

    平成２８年あたりから職員が大分減っているということから、とにかく維持をし

ていくという流れの中で計画を策定してまいりまして、現在第７次の職員定員適正

化計画を進行中、令和７年度が最終年度となっておりまして、新たに新年度にはま

た作成しなければならない状況となっております。 

    現実的に何人いれば足りるのかということでございますが、計画からの乖離です

と２０名ほど足りないような形になっております。いかんせん町では一般事務と申

しましても、施設数も多い、例えば保育園等、そういった形での職員がございます

ので、本当に庁舎内の事務従事者は大分少ない状況になってきております。時間外

労働等も大分増えている状況でございますし、職員の健康管理等の面からも非常に

苦慮といいますか、心配される状況です。 

    ですので、今回の計画は計画でございますが、しっかりと基づいた職員採用、定

年延長となったわけでございますが、凍結することなく、採用を図っていかなけれ
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ばならないというふうに考えております。 

〇委員長（上山 誠君） 中村委員。 

〇６番（中村正志君）  今２０人不足というふうなお話ありました。町長もこれから職員

を多く採用していきたいというふうなことも述べられていたと思いますけれども、

まずやはり職員を多く採用する、それはそれでいいのですけれども、採用してもな

おかつ辞めないような環境づくりというのが今一番重要な部分ではないのかなとい

うふうに思うわけです。 

    やはり一番の今の課題は、若い世代の中で途中で退職するというふうなのが大き

な問題ではないのかな。やはりその課題を何とか町として突き止めて、課題解決に

向けた施策を考えていかなければならないと思うのですけれども、その辺のところ

のお考えはございますか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ごもっともだと思います。せっかく職員として採用しても、

四、五年で退職される職員がここ数年続いております。それは事実でございますし、

非常に残念なことでございます。どうしても、引きとめはするのですが、職員個々

のやっぱり考え方、全国的にもそういった傾向であるのは、皆さんご承知のことと

思います。 

    それをどういうふうに改善するかというのは、非常に難しいわけでございますが、

職場環境を整える、それはごもっともですし、第一だとは思いますが、なかなか業

務改善しようにもスタッフがない中で、どうしても負担が増えてしまっているとい

う状況が否めない状況でございますので、非常に苦しいといいますか、苦慮すると

ころでございます。 

    ただ、そうばかりも言っていられませんので、新たに職員になった、例えばそう

いった環境を、やはり職場に残りたいという思いが残るような環境に努めるように、

現状勤めている職員等も意識を持って後輩の育成を図りながら、持続的に勤めてい

ただけるように頑張っていくしかないのかなというふうに、今それしかお答えはご

ざいませんが、即効的な何かがあるかといえば、ちょっとお答えはできませんが、

そういう形で検討といいますか、いろいろ考えていきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 今職員のことについて質問されていましたけれども、岩手県市

町村課の調査によると、軽米町が岩手県の中でも会計年度任用職員のほうが多いと

いうトップクラスの比率になっているのですけれども、会計年度任用職員でも、よ
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その町村はフルタイムの職員があるのですが、軽米町はパートのみということで、

いろんな専門職みたいな方で働いている人たちは、パートではなくてフルタイムに

切り替えるということは、それはできないのでしょうか。やるつもりはありません

か。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまのご質問ですけれども、会計年度任用職員が多いと

いうことでございましたが、常勤的にいる職員を含め季節的なもの、あるいは日々

雇用的なもの、そういったもの全て積み上げた数字だと認識しておりますので、そ

ういった多い人数になっているのかなと一つは思います。 

    ただ、専門職のフルタイムというお話でしたが、現状ではそこまで必要はないの

かなというふうに認識しておりますし、会計年度任用職員は多少多いということで

ございますが、これについては見直しといいますか、事務事業とか、その課の状況

をしっかりと見て、今後の雇用につなげるという形で対応してまいりたいと思いま

す。 

〇委員長（上山 誠君） 江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） ありがとうございます。私が会計年度任用職員が多いというこ

とでちょっと心配するのは、今大船渡市で山林火災がありましたけれども、正規職

員の災害が起きたときの役割というのが、まず決まっているわけです。あなたは避

難所の係ですとか、いろいろ決まっていると思うのですが、そのときに会計年度任

用職員がこんなに多いと、その連携といいますか、その意識の違いというか、そう

いうのが出てこないのかなと心配します。 

    軽米町民の方が多いと思いますので、いろいろ協力はしてくれると思うのですが、

こういう取組といいますか、役割については、会計年度任用職員はどういうふうな

形になっていますか。災害のときとかの。 

〇委員長（上山 誠君） 休憩します。 

               午後 １時２０分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時２１分 再開 

〇委員長（上山 誠君） 再開します。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  災害対応の件でございます。災害対応につきましては、各課

にそれぞれの役割を分担しております。当然ながら会計年度任用職員の方も職員で

ございますので、一緒に行動するということで認識しております。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 
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〇５番（江刺家静子君） ありがとうございました。自分が職員だったときのことを思い

返して、本当にそういうのは突然やってくるもので、例えば災害救助法が適用にな

りましたと決まっても、災害救助法の中身が分からない。それを活用することがで

きないでずっと過ぎてしまうというようなこともありましたので、今改めてその災

害についての対応というのを１年に１回ぐらいずつは職員間で共有したほうがいい

のではないかと思います。 

    役場で例えば庁舎が火事になったときの訓練とか、そういうのは、ただ文書で渡

すだけで、訓練とかはしたことがありますでしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  そういった際の庁舎での災害対応の訓練は行っております。

今月の１８日もそういった訓練を予定しております。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいですか。 

    ほかに質疑ありますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） ないようなので、一般管理費は終わりまして、次の文書広報費

お願いします。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  それでは、予算書のほうは４１ページになります。２目の文

書広報費ということで総務課所管部分をご説明申し上げます。 

    重点施策・主要事業等のほうにはちょっと記載はありませんので、予算書のほう

を御覧いただきたいと思います。 

    最初に、１２節委託料でございます。一番最後から２行目、全国瞬時警報システ

ム受信機更新業務委託料、いわゆるＪアラートの関連でございます。これは、歳入

予算、町債のところでお話ししましたとおり、機器の更新ということで１，０７８

万円、併せて緊急防災減災事業債、起債ですけれども、１，０７０万円を充当して

行う事業を新規計上させていただきました。 

    ページをめくっていただきまして、４２ページになります。一番上なのですけれ

ども、ＩＲＵ設備移行資料作成業務委託料３８５万円、これは新規計上でございま

す。あと飛びますけれども、１８節の負担金、補助及び交付金、これにも同じくＩ

ＲＵ設備移行負担金５２０万円、この２件を計上しております。こちらにつきまし

ては、現在軽米町の情報通信設備、いわゆる光ファイバー伝送路、張り巡らせられ

た光ファイバーでございますが、これは町の財産でございます。それをＮＴＴとＩ

ＲＵ契約で長期にわたって貸すといいますか、利用を長期的な使用貸借ということ

で契約しておるものでございます。 

    これにつきまして、設備をしたのが平成２３年に事業を開始して、その後供用開
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始しておるわけでございますが、当時の金額で約１３億円ぐらいの事業費で光ファ

イバーも整備したものです。その当時は、国の補助金が４億６，０００万円ぐらい、

それにさらに公共投資臨時交付金という、そのときに出た特別の交付金があったの

ですが、それで９億、１３億９，０００万のうち町で負担する部分を２，３００万

円という非常に有利な形で整備されたものです。 

    ところが、もう年を重ねまして劣化等が生じて、例えば更新をしていくというこ

とになりますと、再度これを引き直すという経費につきましては、かなり資材高騰

あるいは労務費の高騰を含めて当時１３億円、１４億円程度だったものが２４億円

ぐらいかかる、１０億円も多くかかる。なおかつ、その財源がないという形になり

ます。 

    仮に過疎債が可能であっても、２４億円のうち１３億円という金額を借金しなけ

ればならない。幾ら交付税算入があると言っても、なかなか厳しいし、国の予算の

過疎債５，８００億円くらいでしたか、あるかもしれませんけれども、多分全額が

回ってこないというふうに想定されます。 

    そういったことから、今のこの資産をＮＴＴに無償譲渡するという形で令和２年

から協議してまいりました。その間いろいろ課題点等をお互い協議してまいりまし

て、このたび合意といいますか、進めていきましょうという形で調ったような形で

ございます。 

    そうなりまして、先ほど申し上げましたＩＲＵの委託料であるとか負担金、こち

らの経費が、その移行に当たっての経費となります。 

    今までは運営としては、伝送路を貸すということから収入を得ておったわけです

けれども、それはゼロ円になりますが、ただ先ほど言いました新たな更新費用はゼ

ロで抑えることができるということから、ランニングコストを試算した結果、令和

６年度の見込みでございますが、テレビの運営経費も含めて大体５，７００万円ほ

どかかっております。収入としてＮＴＴから１，４００万円ほどもらっているとい

うことで、差し引いて４，３００万円ぐらいの支出になっております。それで運営

しているという内容になります。 

    仮に、これを移行しましても、同じぐらい、４，３００万円ぐらいという形で、

今の経費は継続になりますが、ただ更新の先ほど言った２０億近い金額の更新費用

は負担しなくてもいいということで、ＮＴＴに譲渡しまして、ＮＴＴからテレビ放

送部分を借り上げして運営していくと、そういった形にしたいということから、今

回この予算を計上させていただきました。 

    以上がＩＲＵ関係の移転の委託料でございます。 

    それでは、予算書にまた戻っていただきまして、真ん中にあります工事請負費で

す。１４節、情報通信施設放送設備更新工事（第２期）ということで、これはもう
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何回もご説明申し上げましたが、テレビ放送の関係の機器の更新ということで、令

和６年度を初年度として、２年目の事業となります。この事業には過疎債を１億１，

４００万円充当することで、事業を進めてまいりたいと考えております。 

    あと１８節の負担金、補助及び交付金でございます。防災行政情報通信ネットワ

ーク更新事業負担金５２３万５，０００円、これは岩手県と各市町村を結ぶ防災行

政のネットワークを構築しておりますが、様々な災害情報とか、そういった対応に

ついて、これまでもずっとやってきておるわけなのですが、それの機器の更新の年

度ということで町の負担分が新たに発生するということで、これは単年度でござい

ますが５２３万５，０００円を計上したものでございます。 

    以上、総務課所管の説明です。 

〇委員長（上山 誠君） 続いて、政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君）  それでは、同じく文書広報費のほうの政策推進課分を

説明させていただきます。 

    文書広報費の中では、広報かるまいの印刷経費、文書管理システム、かるまいテ

レビの放送委託と大きく３つの事業となってございます。 

    まず、４１ページになりますけれども、１０節需用費、印刷製本費、こちらが広

報かるまいの印刷経費として計上させていただいております。１２節の委託料、中

段になりますけれども、かるまいテレビ番組作成業務委託料、こちらも例年どおり

の金額で計上させていただいております。 

    次に４２ページをお開き願いたいと思います。１３節使用料及び賃借料、こちら

の文書管理システム使用料、こちらは令和６年度から新たな文書管理システム、電

子決済システムのほうに移行してございますが、そちらの使用料となってございま

す。そのほか１７節の備品購入費でかるまいテレビの備品関係を順次更新していく

ということで予算措置をさせていただいております。 

    以上となります。 

〇委員長（上山 誠君） 文書広報費だけ、２目文書広報費について質疑ありますか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  かるまいテレビとの関わりといいますか、町とかるまいテレビと

の関わりがいまいちちょっと分からないのですけれども、かるまいテレビ番組作成

業務委託料というのがあって、そのほかに何か撮影用ビデオカメラ賃借料とか、番

組送出システム機器使用料だとか何かあるのですけれども、どのような関わりとい

うか、一切かるまいテレビに作成業務を委託してあるのであれば、全てそちらのほ

うの機器等で全部賄えるのかなと思っているのですけれども、その辺との関わりが

ある支出項目なのか、ちょっとこの辺いまいち理解し難いのですけれども、いかが

でしょうか。 
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             〔「休憩、お願いします」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 休憩します。 

               午後 １時３４分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時３５分 再開 

〇委員長（上山 誠君） 再開します。 

    政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君）  ただいまのご質問につきましては、ちょっとお調べさせ

ていただく時間を頂戴したいと思います。よろしくお願いします。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに質疑。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  では、今度別なことですけれども、音楽著作物使用料１１万円な

のですけれども、これは、何。例えば無線放送の音楽なのか、どのことを指してい

るのか。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    こちらの音楽著作物使用料は、かるまいテレビで例えばステージ発表等などを取

材して放送したときに流す際の使用料ということで予算化させていただいているも

のです。 

    ただ、その中には著作権使用料がかからないものもございますので、まず最小額

でということで予算措置をしているということになります。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ということは、公的なというか、誰にでも見られるような放送だ

から、そういうふうな著作権が関わるような音楽を使う場合は、この著作権を払わ

なければならないということになるわけですか。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    通常ですと、音楽、他者の方が作られた音楽を個人で楽しむ分には、使用料は、

ライセンス料は要りませんけれども、それを業として公に出すとかということにな

ると、使用料が発生するという考え方になります。 

    以前に疑義というか、照会があったのが、当時の生涯学習フェスティバルを再度

流すといったときに、包括的なその使用料がかかるということで指摘を受けたこと

もございますので、どれがその使用料の許諾に当たるかというのは個々には判断さ
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れるのですけれども、公的にはいわゆる包括して一定額を払うと使えるというよう

な考え方で、今は定額ということでこの額を予算いただいているということです。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに質疑ありますか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 報酬なのですけれども、情報公開・個人情報保護審査会委員報

酬５人、それからもう一つのかるまいテレビ放送番組審議会委員報酬ということで

１０人上がっていました。これは、どういう方がこういう委員に選ばれているので

すか、応募してなるのか。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    まず、私のほうからは、かるまいテレビ放送番組審議会委員につきましては、今

現在委員としてお願いしている方はございません。こちらの審議会については、番

組編成を大幅に見直すといったときに、その構成が妥当かどうかということで設置

するということで設けております。なので、今現在はおらないということでご理解

をお願いいたします。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまの質問です。情報公開・個人情報保護審査会委員に

つきましては、個人情報保護審査会の開催、いわゆるそういった審査請求等があっ

た際に委嘱されている委員を招集いたしまして会議を持って、その審査をするとい

うふうなものでございます。現在は、５人の方に委嘱しております。これによる公

募等は行っておりません。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） ４１ページの一番下のところに機器設置業務等委託料となって

いますけれども、これはあらゆる機器設置業務、どういうあれですか。機器設置業

務等委託料というのは、中身どういうものでしょうか。 

             〔「休憩」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 休憩します。 

               午後 １時４０分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時４１分 再開 

〇委員長（上山 誠君） 再開します。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  こちらは、各家庭に設置しております告知端末等の入れ替え
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とか、そういった場合に生じる場合の業務委託料でございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに質疑ありますか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  分からないので教えてほしいです。文書管理システム使用料が２

２０万８，０００円あるのですけれども、これ電子決裁というふうなことのお話が

ありました。電子決裁というのは、どういうやり方をするのでしょうか。昔の人で

すから、判こをつくのが決裁だと思っているので、その辺はどのように決裁されて

いるのか。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君）  ただいまの文書管理システムのご質問にお答えいたし

ます。 

    今のシステムにつきましては、大きく２つに分かれておりまして、いわゆるこう

いった文書、今までは紙での保存をしていたものを、年度が終われば箱に入れて書

庫に保管する。その文書については、総務課、今は政策推進課のほうで引き継いで

管理をするということは、前のとおりで行っておりますが、それのシステムを１つ

更新するということで入れ替えております。 

    あわせて、電子決裁システムにつきましては、今までは課長決裁であれば課長ま

で紙の文書を回覧、起案をして回覧をして決裁を受ける、その過程で何か修正等あ

れば、その都度対応してということでやっておりましたが、それをいわゆる電子、

パソコンの中に格納したものを皆さんで閲覧をして、その内容を確認して、よけれ

ば承認のボタンを押すということで、イメージといたしますと、今まで判こをつい

ていたわけですが、そこに決裁者の氏名と日付がデータとして残るということで確

認をしているところでございます。 

    そちらは、基本的には電子の中で決裁を受けましょうということで、令和６年度

から本格的に取り組んでまいりました。 

    ただ、なかなか電子だけでは賄い切れない部分もございますので、最小限紙での

回覧、決裁というのも取り入れながら今は進めているところでございます。 

    電子決裁は、もちろん判こはついてはいないのですが、こちらも決裁になったも

のとして、公文書として保管して、文書、引継ぎを行うということで取り扱ってい

るところでございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ありがとうございました。まだこれからだというふうに感じまし

たけれども、ひとつ今軽米町だけではなく、ほかでも話題になっている消防団の報
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酬の源泉徴収の関係で、ああいうふうなものの決裁というふうなのは、どうやって

いるのか。今起案して、みんなから見てもらってというような話でしたが、それこ

そお金関係であれば、起案したのが課長決裁だけでいくのかなというふうに思うわ

けですが、そういうふうなのも、そういうほかの人たちも閲覧できるような状況な

のかどうか。 

    よく不祥事があれば、これから複数の方から見てもらうというふうな話をしてい

ますけれども、そういうふうな状況なのかどうか、ちょっとそれ。そういうお金の

支出命令とか、支出負担行為とか、そういうふうなものでも、その電子決裁を行う

のかどうか。実際やっているのかどうかを含めてちょっとお伺いしたい。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    いわゆる請求が来て支払いを行う過程を電子で行っているかという部分につきま

しては、今は従来どおり、伝票は財務会計システムの中でデータを入力して、紙に

打ち出して担当者と決裁者で確認をして、会計のほうに回すということは従来どお

りで行っております。会計のほうで伝票の内容等を確認して支出するということは

行ってございます。 

    決裁の過程で、例えば計算式、計算の内容という部分についての確認は、担当者

からその課の中の課員を経由して課長なりの決裁を受けているという手続にはなっ

てございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいですか。 

    ほかに質疑ございますか。 

    それでは、先ほどのかるまいテレビの関係で政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） それでは、お答えいたします。 

    まず、かるまいテレビの番組の作成につきましては、業者委託ということで１，

０５３万６，０００円ということで番組制作分をお願いしているというところでご

ざいます。また、使用料及び賃借料にございます番組送出システム機器使用料とい

うことで、これは放送、撮影してきたものを編集したりですとか、あと皆さんが御

覧になられるようにテレビにデータを送信するといいますか、そういった機器は町

で所持しておりませんので、それは通信事業者、契約者のほうが持っているものを

お借りして使っているということになります。 

    また、備品購入費のかるまいテレビ撮影用備品購入費はカメラ類のそういう少額

のものにつきましては、町で購入してお貸ししているというふうな状態となってお

ります。 

    また、撮影用の機材については、町の職員も使っておりますので、町の所有とい

うことで取り扱っておるところでございます。 
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    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） ということですが、よろしいでしょうか。いいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） ほかにここの目での質疑はありますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） それでは次に、会計管理費から、ではお願いします。 

    会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  それでは、３目の会計管理費についてご説

明申し上げます。 

    予算書は４２ページとなります。前年度予算額１，４６５万２，０００円に対し

まして、令和７年度予算見積額は１，５２３万７，０００円としております。主な

要因といたしましては、指定金融機関支出事務取扱手数料について、令和６年度は

２９８万５，０００円でありましたが、新制度適用がありまして、令和７年度は４

２７万５，０００円が必要と見込まれるものでございます。この新制度といいます

のは、銀行同士、銀行間の送金において、送金元が送金先に支払う経費、内国為替

制度運営費という経費が公金にも適用されることとなり、支払い１件ごとに税別で

６２円の経費が新たに必要となるものでございます。あわせて、振り込み不能が生

じた際の組み戻し手数料につきましても、これまでの１件６００円から８００円に

改定となり、こちらについても税別単価となっているものでございます。 

    そのほかに旧みちのく銀行については、合併により青森みちのく銀行となったこ

とで、振込・振替データ伝送システムが変更となりました。そちらの使用料の１４

２万９，０００円がこのほど必要となり、計上させていただいたものです。 

    会計管理費は以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） 続きまして、総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） それでは、４目財産管理費をご説明申し上げます。 

    こちらにつきましては、庁舎の管理ということで各種保守あるいは業務委託等を

計上してございます。予算書４４ページのほうを御覧いただきたいと思います。工

事請負費に電気自動車用充電設備撤去工事を１２９万８，０００円新たに計上いた

しました。これは、役場庁舎前の駐車場にあります充電設備でございますが、これ

について急速充電、普通充電と、今両方兼ね備えておりますが、こちらのほうを更

新するということで事業者のほうから申出がございまして、その工事に当たりまし

ては、現在ある部分を撤去して提供いただきたいということから、今回その撤去費

用を計上させていただきました、新たに更新されるものは急速充電という形になり

ます。 

    あとトータルでは財産管理費で１，３８３万４，０００円減となっておりますが、
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これは前年度、庁舎の受変電工事１，２００万円ほどの事業がなくなったことによ

るものでございます。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） それでは、町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  ５目支所及び出張所費についてご説明申し上げます。４

４ページになります。こちらにつきましては、小軽米出張所及び晴山出張所の運営

費でございます。５月末で出張所が廃止になることから、前年と比較いたしまして

３５４万１，０００円の減額となっております。 

    ６目交通安全対策費について、主要な部分についてご説明申し上げます。７節報

償費につきましては、高齢者の交通事故防止を目的といたします軽米町高齢者運転

免許証自主返納促進事業につきまして、商品券２万円分を助成するものでございま

す。令和７年度の予算額は６０万円でございます。 

    １８節負担金、補助及び交付金でございますが、交通安全関係団体への活動の助

成をするものでございます。二戸地区交通安全協会軽米分会への助成額は、令和６

年度と同額の３１万１，０００円でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） 続けて、総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） それでは、４５ページ、７目職員福利厚生費でございます。 

    こちらにつきましては、職員の健康管理講習会等、あるいは検診の委託料等を計

上しております。令和７年度にあっては、新たに職員の検診、腹部の超音波の検査

を実施して、体調管理、健康管理に努めることとしたいと思い計上しております。

６９万９，０００円増額で２４５万９，０００円の計上となっております。 

    ８目公平委員会費でございます。こちらにつきましては、職員等の不服申立てと

か、そういった形がございました際に、その取扱いに係る事務を県のほうに委託し

ておりますので、それにかかる委託料で前年同様３万７，０００円を計上いたしま

した。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） 次、９目、政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君）  それでは、予算書４５ページ、一番下の９目国内交流

費となります。こちらは、重点施策・主要事業等の一覧にも記載がございますけれ

ども、町村合併７０周年及び姉妹町締結４０周年記念事業、こちらの事業を計上し

ているところでございます。 

    まず初めに、予算書４５ページ、旅費になります。こちらは、ふるさと会の総会

等への出席旅費等になってございます。 

    続きまして、４６ページを御覧いただきたいと思います。１８節負担金、補助及
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び交付金、こちらはふるさと会の総会等の開催に係る事業について補助金を交付し

ているものでございます。内訳は、在京軽米会、久慈軽米会、それぞれ１２万５，

０００円を上限として予算措置させていただいております。 

    あわせて、姉妹町締結４０周年記念事業の交流事業補助金ということで、新たに

４４０万円計上させていただいております。こちらにつきましては、内容といたし

ましては、当町から音更町に交流目的で交流事業を行おうとするもので、内訳とい

たしましては、団体での交流、個人でのツアー交流ということで、今のところ想定

しているものでございます。 

    国内交流費につきましては、以上となります。 

〇委員長（上山 誠君） 次、政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君）  国内交流費につきまして追加で説明をさせていただきま

す。 

    まず、来年度につきましては、今現在ふるさと会につきましては、在京軽米会、

あと久慈軽米人会の２つになっております。それにつきまして来年度については、

仙台の軽米会といいますか、ふるさと会の設立に向けた準備を進めたいと考えてお

ります。 

    国内交流費の費用弁償、普通旅費を前年度よりも若干追加させていただいており、

関係者との協議のために旅費等を頂戴して協議を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

    中には、設立に前向きな方もいらっしゃるというふうなことも聞いております。

また、地域おこし協力隊の中には宮城県出身の者もおります。また、軽米高校の同

窓会の皆様、いろいろな方々と相談しまして、設立に向けた準備のほうも進めてま

いりたいと考えております。 

    国内交流費については、以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） 続きまして、１０目お願いします。政策推進課主幹、鶴飼義信

君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） 予算書４６ページ、１０目行政改革推進費となります。

こちらは、行政改革推進委員の報酬につきまして計上させていただいております。 

    なお、行革大綱につきましては、令和７年度が最終年度となってございますので、

令和７年度については、新たな行革大綱の策定に向けて取り組みたいというふうに

考えております。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） 続きまして、諸費、お願いします。総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  １１目諸費でございます。こちらにつきましては、所管課を

またいでおりますが、関係団体等への会費あるいは負担金、助成金、そういったも
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のを計上しております。あと町税の還付金についても前年と同様３５０万円計上し

ております。 

    なお、トータルで１９８万６，０００円減の２，１６１万１，０００円の計上と

なっておりますが、こちらにつきましては令和６年度岩手県自治会館の修繕設備更

新負担金として２３８万円ございましたが、それがなくなったことによるものでご

ざいます。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） 続きまして、教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  では、１２目文化交流センター費について

ご説明いたします。 

    前年度の予算よりも令和７年度の予算は８５５万９，０００円ほど、全体として

少なくなっております。こちらにつきましては、開館以降１年以上たちまして、お

おむね年間の管理費のほうが見えてまいりました。その精査によるものです。 

    説明に入ります前に、ただいまの宇漢米館、かるまい文化交流センターのほうの

管理ですけれども、週３７．５時間の職員が５名、それから週２０時間の職員が４

名ということで対応しております。 

    では、１節報酬、それから３節の職員手当等、４節の共済費につきましては、会

計年度任用職員等の人件費等になる部分であります。 

    １０節需用費につきましては、消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕

料ということで、それぞれの金額を記載してございます。 

    １１節役務費に関しては、電話代等の通信運搬費、それから施設管理に係る手数

料、それから火災共済の分担金であります。 

    １２節委託料につきましては、法定及び施設の機能の維持のために必要な点検、

あるいは整備等の委託料となっております。 

    ４８ページをお願いいたします。１３節使用料及び賃貸料につきましては、館の

自動車あるいは複写機、それから館内の衛生用品等の使用料等となっております。 

    １７節備品購入費につきましては、マイク等壊れるとすぐ補充しなければならな

いという備品等が出る場合がございますので、そのために１００万円ということで

取らせていただいております。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） これで、説明は終わりました。 

    ここで休憩を取りたいと思います。１５分まで、それでは休憩に入ります。 

               午後 ２時０３分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時１４分 再開 
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〇委員長（上山 誠君） それでは、そろいましたので、再開いたしたいと思います。 

    それでは、先ほど説明いただきました文化交流センター費までのところで、ここ

までで今日は終わりたいと思っておりますので、皆様できればご協力をいただきな

がら進めてまいりたいと思います。 

    それでは、今説明いただいたところまでで質疑ありますか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 財産管理費の委託料の中に宿日直業務委託料というのがありま

す。日直は、何か職員がやっていたような気がするのですが、日直も入っているの

でしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    予算書に掲載のとおり、宿日直業務委託料ということで入っております。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） そうすると、職員がやっている以外、本庁舎の場合、土日に来

れば職員がいたような気がするのですが、それがなくなりますか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  職員がいなくなるというのは、来ていないかということです

か。今現在は宿直、泊まりのほうは委託してやっておりますが、日直のほうはまだ

職員が対応しているところです。 

    ただ、新年度におきましては、そちらのほうも改善できればということで予算の

ほうで、実は前年度もそういうつもりで予算化をしたのですが、なかなかその対応

が厳しいということからできておりませんでした。 

    ただ、予算は計上いたしましたけれども、４月から即という部分が厳しいのかも

しれませんが、できるだけ早い時期に職員の負担を軽減したいというふうに考えて

おります。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） ５時を過ぎてから役場に電話すると、宇漢米館の分も役場で出

るのですけれども、それも一緒に管理も委託しているわけですか、宿直。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  夜間の管理、日中の管理、全てガードマンに委託するもので

すから、電話の取次ぎはお願いすることで考えております。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに質疑。 
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    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  出張所の関係ですけれども、詳しい説明がなかったので、４月、

５月で郵便局のほうに委託するということで、その割には、何か予算が結構多いな

という気がするのですけれども、例えば報酬が会計年度任用職員が１３３万円、２

か月分で２か所でこんなに必要なのかなと思ったり、あといろんな燃料費だとか、

修繕料だとか、いろいろあるのですけれども、果たしてあそこは、晴山は晴山公民

館でしょうし、小軽米は小軽米生活改善センターで、管理費という部分はそっちの

ほうではないのかなと思ったのですけれども、この辺はどのような計算方法でこの

ような予算になっているのでしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  報酬につきましては、４月、５月の２か月分に合わせま

して、６月、１か月程度を郵便局のほうに職員を派遣して指導といいますか、そう

いうふうなことをすることを想定しておりまして、３か月分の報酬を予算化してご

ざいます。 

    需用費の燃料費、消耗品費等につきましては、出張所部分のみで、小軽米生活改

善センターと晴山公民館につきましては、別途予算化してございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ということは、会計年度任用職員の人たち、単純にさっと暗算し

てみると、１人１か月２０万円もかかるということですか。３か月分という、何か

金額が大き過ぎるなと思ったのですけれども、ちょっと報酬の金額がいまいち３か

月にしては高いなという気がするのですけれども、それはどのようになっているの

か。 

    あとほかのほうの施設の分の管理費はほかのほうでというふうになっているので

すけれども、この燃料費だとか、修繕料とか、それらもかかるものですか。二重に

予算化しているわけではないですか。ちょっとその辺疑問に思ったので、お伺いし

ます。 

             〔「ちょっと休憩」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 休憩します。 

               午後 ２時１９分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時２０分 再開 

〇委員長（上山 誠君） 再開します。 

    町民生活課長、鶴飼靖紀君。 
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〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  報酬につきましては、ちょっと今手元に資料がございま

せんので、調べて報告いたします。 

    あと修繕料等につきましては、２か月、３か月部分の修繕が必要と見積もってご

ざいましたので、予算を計上させていただきました。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） ということですので、報酬は後からということですが、ほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  いいですが、ほかのところもあるでしょうから、ここはいいです

けれども、次に交通安全対策費でさっき説明がなかったのですけれども、工事請負

費の交通安全施設設置工事が予算化されていますけれども、これはどこを、何をや

ろうとしているのか。 

〇委員長（上山 誠君） 地域整備課長、神久保恵蔵君。 

〇地域整備課長（神久保恵蔵君） 中村委員の質問にお答えします。 

    来年度は、町道蓮台野橋大町線、そこの信号からお寺までの中心部のライン引き、

あと町道大町向川原蓮台野橋線といいまして、警察のところからヤマダ菓子店のほ

うまでのセンターライン、あと町道円子大沢線のセンターラインの３路線をセンタ

ーラインを引くことで計画しております。 

    説明は、以上となります。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに質疑ございますか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 職員福利厚生費のことでお伺いします。腹部のエコー検査など

も新たに取り入れたという説明がありました。例えば心の病気で何か相談員という

か、診断というか、指導医といいますか、そういう方はいらっしゃいますか。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまのご質問ですけれども、直接委託して当たるという

わけではなくて、産業医ということで医師を１年間委託してお願いしております。

それですので、あと健康診断とともにストレスチェックという形で、そういうチェ

ックもしておりまして、それにおいて職員が同意する場合は、それをもって産業医

との面談をして相談したりという機会は設けております。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 昨日帰るときに職員の１階玄関のところに何か大きなものがあ

って、そこに退庁時間を書くのか何かあったのですけれども、勤務の実態といいま

すか、タイムカードというのは採用していないでしょうか、どういう形で出勤を取
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っているのか確認したいと思います。 

〇委員長（上山 誠君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  タイムカードは採用しておりません。その代わりシステムの

中に出勤時にボタン押す、コンピューター上で。それから、退勤時に押すという形

で出退勤の管理をしております。 

    なお、宿直室のところに配置しているのは、ガードマンの方が、この職員が帰っ

たか、帰っていないかというのを確認するために必要ということから、設置して、

そこでガードマンとの連携のために置いておるものでございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    それでは、ほかに質疑。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  国内交流費についてですけれども、先ほどの説明の中で、在仙軽

米会に積極的に取り組んでいただくということで、私たちのほうも要望した関係を

すぐに実践するということで大変ありがたく思っております。 

    そこでですけれども、この中の費用弁償が結構大きな額なような気がしているの

ですけれども、普通旅費は職員の分でしょうけれども、どのような在仙軽米会のと

きなのか、または在京軽米会は、多分職員だけだと思うのですけれども、民間の方

々も何か交渉に行くとか、何か記念のあれに一緒に行くとか、そういうふうなこと

の費用弁償なのか、ちょっとその辺、費用弁償の中身についてお伺いできればと思

います。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    旅費の費用弁償につきましては、在仙関係、仙台の関係につきましては、金額に

して１８万７，０００円、普通旅費についても同額取ってございます。そのほか普

通旅費につきましては、在京軽米会と音更町への職員の分の旅費ということで計上

してございます。 

    あと姉妹町締結４０周年記念事業の関係の個人の方の交流につきましては、４６

ページになりますけれども、１８節の姉妹町締結４０周年記念交流事業補助金とい

う形で支出することで考えています。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  費用弁償については、それは、在仙軽米会においても、一般の人

の旅費も取っているということは、何かしらやろうとしているのかなというふうに

感じましたけれども、それはまたこれから具体化すると思いますので、それはそれ

でいいです。 
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    音更町との交流の姉妹町締結４０周年記念事業の中で、団体ツアーという、これ

は分かるのですけれども、個人ツアーというのまで創設したということですけれど

も、開催要綱といいますか、実施要綱等はもう作成済みで、またその辺のところ、

町民に対する広報活動というのは、いつ頃から始まるのかというのをお伺いします。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    個人のツアーといいますか、交流につきましては、１０年前、３０周年の際にも

実施しているところでございます。そちらをモデルといたしまして、今回も企画し

ているところでございます。そちらについては、音更町をはじめ２泊３日もしくは

３泊４日程度での行程を組んで、自己負担をいただくのですけれども、その一部を

補助するという形で進めたいなというふうに考えております。 

    団体につきましても、前回の１０年前のほうをモデルとしながら企画したいなと

思っておりまして、その補助要綱等につきましても、案としては今考えているとこ

ろでございます。 

    周知につきましては、今後予算を可決いただいて、周知を図っていきたいなとい

うふうに考えております。 

    時期等については、これから旅行会社等とも相談しながら詰めていきたいなと、

あと音更町の受入れについても必要ですので、調整を図っていきたいなというふう

に考えております。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  団体については分かるのですけれども、個人ツアーというふうな

言葉で何か、もしかしてちょっと勘違いというか、私は勘違いしました。私一人で

音更町に勝手に行ったときも、それでも補助になるのかなというふうに感じたので

すけれども、１０年前というのは、もしかすれば町民音更ツアーみたいなのを役場

で企画して、それぞれ個人が応募して、みんな一緒になっていったということでは

なかったでしょうか。それとは、個人ツアーというふうな言葉でお話しされると、

ちょっと違うのではないかなと思いますけれども、その辺どういうふうに理解して

よろしいか、お伺いします。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    大変申し訳ございません。今中村委員おっしゃったとおり、交流、行程自体は一

つの行程の中で参加していただいて行ったというのが前回３０周年でございます。

それをベースに今も考えておりますし、いろんな個人の方々が団体にとらわれず参

加できるような形にはしたいなというふうには考えておりますが、基本的には前回
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をベースに考えております。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに質疑ありますか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 音更町との姉妹町締結４０周年記念交流事業なのですけれども、

負担金、補助及び交付金のところで、姉妹町締結４０周年記念交流事業補助金４４

０万円となっています。ということは、役場で直営といいますか、直接やるのでは

なくて何かの団体に委託して実施するというような内容でしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    団体交流につきましては、申請という形で受付をして、その事業費に対して町が

補助するというふうな流れを考えてございます。もちろん上限は設けまして、前回

ですと１団体８０万円程度ということで認識しておりますが、いわゆる行程あるい

は日程、交流の内容については、各団体で調整をしていただいて実施していただく

と、その経費に対して補助するというふうに考えております。 

    先ほどの個人の関係のとはまた違う形ということを考えております。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    ほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  それでは、文化交流センター管理費、かるまい文化交流センター

について、先ほど会計年度任用職員の３７．５時間の方が５人で２０時間だかが４

人でという、そうしますと、合わせて９人を採用しているというふうに受け取って

よろしいのか。 

    あわせて、会計年度任用職員の方々の職務というのはどのようになっているのか、

お伺いします。 

〇委員長（上山 誠君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  ただいまの委員のご質問にお答えいたしま

す。 

    ９人の採用というのは、そのとおりです。会計年度任用職員ということで９名採

用しております。 

    ただ、職務ということですけれども、館の管理が主でございます。貸出し、ある

いは今の時期ですと除雪等、それから例えばトレーニングルーム等もありますので、

その受付管理、あとは掃除、そういうふうな部分が主な部分になります。 

    あと実は宇漢米館の大きな行事等がありますと、職員等と一緒になって、その事
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業運営のほうにもお手伝いいただいているというような状況になっております。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  私からすれば、９人というのは非常に多い人数だなというふうに

感じます。時間は、朝から夜までというふうなことは分かることは分かりますけれ

ども、職務内容を精査して、もう少し仕事をしてもらってもいいのではないかなと。  

    なぜならば、管理だけというふうなのに対して、果たしていかがなものかなとい

うふうに私は思うのですけれども、それなりの能力のある人たちもいると思うので、

やはりそれなりの、それこそイベント企画とか、そういういろんな団体とのお手伝

いだとか、そういうことも当然できるのではないかな、特にも生涯学習担当の職員

はそこにいるということであれば、もう逆に言えば、この９人の方々があそこにい

るのであれば、正職員は要らないのではないかなと私は逆に思ったりもします。 

    というのは、事業をやるときだけそこに行って事業を企画運営すればいいという

ふうに思わないわけでもないのですけれども、何か非常にぜいたくな運営方法だな

というふうに私は感じましたけれども、それで教育次長は前年度と比較して８５５

万９，０００円というのは、前年度の実績を精査した上で、これだけの金額になり

ましたと、前年度はここに政策推進課で主催するイベント、事業費が９００万円ぐ

らいあったような気もしたりするのですけれども、それと比較したときは、別にそ

れがただ抜けて、これだけの金額、前年と同じような金額ではないのかなというふ

うに私は思ったのですけれども、いかがでしょうか。 

             〔「ちょっと休憩」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 休憩します。 

               午後 ２時３５分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時３６分 再開 

〇委員長（上山 誠君） 再開します。 

    教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） 申し訳ありませんでした。私の認識不足で、

こちらは令和６年度予算については、オープニングイヤーの記念事業等の予算が入

っているということでした。すみません、私そこのところを把握しておりませんで

した。先ほどの説明が間違いでございます。申し訳ありませんでした。 

〇委員長（上山 誠君） ということですが…… 

             〔「会計年度任用職員の職務」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） それでは、教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 
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〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  答弁漏れでありました。申し訳ありません

でした。こちらの部分ですけれども、まず委員のご指摘の部分、ちょっと課内等で

検討してみたいと思います。 

    ただいま当然夜間等の管理あるいは後片づけ等、金銭のほうの扱いもありますの

で、その辺の部分、業務上改善できる部分がないかと、併せて検討してまいりたい

と思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） ということでよろしいですか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  それではもう一つ、備品購入費で１００万円取っているのですけ

れども、これは何を購入する予定でしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    こちら特定のものを今現在想定しているものではございません。例えばステージ

でマイクを落として壊したと、ただ次の日等々にも、あるいは直近でそれを使うよ

うな予定がある場合、急遽マイク等をそろえなければならないというようなことが

発生した場合に使用させていただくという部分で、予算のほうを取らせていただき

たいと考えております。 

〇委員長（上山 誠君） ということです。 

    ほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  通常予算化する場合、備品購入費なんかは何を買うかというふう

なのがあって予算化するのではないのかなというふうに私は認識していましたけれ

ども、この辺は何か随分甘いなという気がしますけれども、いかがですか、これは

要求した側でしょうから、決裁側がどうなのか。 

〇委員長（上山 誠君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） ご指摘のような考え方もありますけれども、

予算を取った側の私どもとすると、どうしても館の運営あるいは貸出しに支障が出

るような場合、急遽物をそろえなければならないという場合も想定されるというこ

とで予算を取らせていただければということで計上いたしました。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） ということでございます。 

    ほかに質疑ございますか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） 修繕料１００万円の予算ということなのですが、開館してから
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１年と４か月がたちました。この間設備の不具合とかと、修繕が必要だったとかと

いう例はありましたでしょうか。シャワーが出ないとしゃべっている人がいたので

すが、いかがでしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  ただいまの委員のご質問にお答えいたしま

す。 

    施設等ですけれども、１年間は保証期間がありますので、その間の部分について

は、保証内ということで対応のほうをしていただいております。 

    なお、シャワーの部分だったのですが、工事を発注するときに、その修繕箇所が

屋上にありまして、昨年も３月まで雪があったもので、ちょっと工事に取りかかれ

ず、修繕までに時間がかかったという部分がございました。その部分については、

利用されている方々におわびしなければならないと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） ということです。よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） すみません、トレーニングルームのマシンなんかを使ったりす

るときに、指導員の方がいるといいのですが、これは歩くのに乗っていて、速すぎ

てか、心臓がどきどきしたと、これは高齢者なのですけれども、やらないほうがい

いなと思ったのですが、日中でも、夜はいそうな気がするのですが、下に。これは、

指導してくれる人がいつもいるのでしょうか。 

〇委員長（上山 誠君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  ただいまの委員のご質問にお答えいたしま

す。 

    専任というか、その資格等々を持ったというような職員のほうはおりませんけれ

ども、事務室のほうにご相談いただければ、多分器械の設定等だと考えられますの

で、そういう場合には、職員にお申し出いただければ、設定等、ご相談に乗れる体

制は取っております。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） ということです。よろしいでしょうか。 

    ほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  今のトレーニングルームに関連しまして、ぜひそういうふうな形

で使い方、指導というのは、なかなか資格のあれもあるでしょうけれども、やはり

器械の使い方というのが分からない人が結構いるみたいです。私も、何回か行って

いますけれども、それこそ全く運動したことがないような人でも利用しに行ってい
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るなというふうなことを感じておりますので、もしこれだけのスタッフがいるので

あれば、毎日あそこが満員になっているわけではないのですけれども、やはり利用

者が来たのであれば、その方が来たときだけでもトレーニングルームに常駐するよ

うな体制を取ってもいいのではないかなと。 

    事務室のほうにいて、何か余っている、余っていると言えば失礼ですけれども、

何か私はそれが余裕があるのではないかなというふうに感じました。 

    そうすることによって、器械の維持管理もできると思うし、それからけがの防止

にもつながるのではないかなと。本当は冬なんかは特にも、ふだんパークゴルフで

歩いている人ができないからといってあそこで歩く練習をしたりしている人たちも

いるようです。ですから、そういうふうなのでも、器械の取扱いをせめて教えても

らえる、そういう人が身近にいれば使う人がまた増えるのではないかなというふう

に感じますので、ぜひそれを検討していただければなと思います。 

〇委員長（上山 誠君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  いただいたご意見のほう、課内のほうで検

討させていただきたいと思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） よろしいですか。 

    ほかに質疑ございますか。ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） ないということなので、先ほどの答弁、町民生活課長、鶴飼靖

紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  先ほどの出張所の会計年度任用職員報酬につきましてご

説明申し上げます。 

    出張所の会計年度任用職員報酬につきましては、職員１人日額１万５５２円かか

っております。それが２０日の勤務等で２２万１，０００円ほどかかります。それ

に８，７００円ほどの通勤手当が加わり、その３か月ですと、１つの出張所当たり

６６万５，０００円ほどかかる計算になります。それが２か所で１３３万円の報酬

となっております。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） ということです。よろしいでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） その３人の方が管理を辞めたら、その後はどういう計画でした

か。 

             〔何事か言う者あり〕 

〇５番（江刺家静子君） 次のその予算はどこに取って、農村環境改善センターのほうか
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どこかに出ていますか。 

             〔何事か言う者あり〕 

〇５番（江刺家静子君） 施設の管理をするものの経費はどうなっているのでしょうか。 

             〔「それはさっきも言ったような」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  出張所の職員につきましては、６月以降は採用なしとい

うことで、退職になる予定でございます。その後の晴山公民館であったり、小軽米

生活改善センターにつきましては、そちらに別途経費を計上してございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） ということで、分かりましたでしょうか。 

    ほかに文化交流センター費までのところで質疑ありますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） なしということで、どうしましょうか。 

             〔「説明だけ」と言う者あり〕 

〇委員長（上山 誠君） 説明をいただきますか。 

    それでは、２項企画費を説明いただいて、今日は終わりたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

    政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） それでは、２項企画費、１目企画費について説明させ

ていただきます。 

    予算書は４８ページの下段からになります。まず、こちらにつきましては、先ほ

ども地域おこし協力隊のほう、いろいろお話いただきましたけれども、１つ重点施

策・主要事業等として地域おこし協力隊推進事業を実施することとしております。

令和６年度は、新たに４名の隊員が活動を始めていただいております。令和７年度

におきましても、この４名の方は引き続き活動していただくことで考えております。

加えて新規の隊員として５名分の予算を計上させていただいております。あわせて、

任期終了後の地域おこし専門員という形での２名、合わせて総額で６，５３４万８，

０００円ということで計上させていただいております。 

    令和７年度の募集に当たりましては、４つのプロジェクトに位置づけをして募集

を行っております。馬産地活性化プロジェクト、地域農業の担い手育成プロジェク

ト、移住交流促進プロジェクト、あと隊員提案型のプロジェクトということで募集

を行っているところでございます。 

    予算の内訳の説明をさせていただきます。予算書の４８ページ、１節報酬になり

ます。こちらにつきましては、令和６年度からの継続隊員が１名分、あと任期後の

町単独事業としての２名、あと新規の隊員募集分として１名の４名分が計上となっ
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てございます。 

    そのほか、この科目のほうには、現在軽米町産業開発のほうに配置、派遣してい

る方の会計年度任用職員の１名分も含まれてございますので、この額となってござ

います。 

    隊員の任命に当たりましては、会計年度任用職員ということで任命する場合には、

こういった報酬あるいは共済費、手当等をそれぞれの科目に計上しているところで

ございますが、そのほか今現在ですと、農業の関係の方もしくはみそ、しょうゆの

関係の方については委託という形で契約を結んで、一括その金額を契約して進めて

いるところでございます。その費用につきましては、委託料という形で計上をして

いるところになります。 

    委託事業分につきましては、令和７年度の新規の隊員の方の分が４名分、令和６

年度からの継続が３名分、合計で金額にいたしまして２，３９２万円を計上してご

ざいます。 

    そのほか各隊員の活動費ということで補助金という形で活動補助を国の制度とし

て活用できますので、そちらの金額が１，７０７万円ということになってございま

す。 

    そのほか事務的な経費といたしまして、募集及び相談をワンストップで行ってい

ただく形で、一般社団法人ｆｕｍｏｔｏのほうに今年度はお願いしてございますが、

その業務委託料として１９９万７，０００円を計上させていただいております。 

    あわせて、委託料には宇漢米館喫茶コーナー運営業務委託料ということで１１４

万４，０００円。そのほか報償費といたしまして、お試し体験、インターン体験用

の報償費として９６万円と、その他旅費ということで総額が６，５３４万９，００

０円となってございます。 

    以上が地域おこし協力隊の分の説明となります。 

    参考までに、来年度の募集状況についてですけれども、募集のほうは開始してご

ざいまして、数名の方から問合せをいただいております。１名でも多く任命、また

新たな隊員の方の任命ができるように取り組んでいくということで進めております。 

    続きまして、重点施策・主要事業等の５の２つ目のほうの説明をさせていただき

ます。移住定住推進事業５０２万２，０００円についてご説明させていただきます。

予算書のほうは５０ページと５１ページになります。予算書のほうでいきますと、

ちょっと前のページの７節報償費の最後の段になりますが、移住イベント用謝礼品

から始まりまして、旅費等を含めまして１０６万７，０００円ほど計上させていた

だいております。 

    そのほか助成事業という形で補助金のほうに４つほどの事業を予算化させていた

だいております。５１ページ、１８節のほうを御覧いただきたいと思います。１つ
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は、空き家バンクの利活用のためのリフォーム等に助成する空家等活用推進事業費

補助金１７０万円。２つ目に、若者・移住者空き家住宅取得事業費補助金１００万

円。３つ目が、移住体験補助金２５万５，０００円。移住支援金１００万円の４つ

を補助金として予算化しているものでございます。 

    なお、移住支援金につきましては、令和６年度から機構改革もございましたので、

産業振興課所管だったものを政策推進課のほうで移住関係の窓口ということで一元

化しているところでございます。 

    続きまして、予算書５０ページの公共交通対策についてご説明させていただきま

す。１２節の委託料、バス運行業務委託料６，６３９万１，０００円。 

    続きまして、５１ページ、１８節負担金、補助及び交付金、バス路線維持対策費

等補助金が１，４６１万３，０００円。地域公共交通活性化協議会補助金が２３３

万４，０００円。地域公共交通活性化協議会補助金につきましては、前年度比１９

９万７，０００円の増となってございます。こちらは、地域公共交通の計画の策定

に向けた現況調査を実施することで予定してございます。事業実施主体は、地域公

共交通活性化協議会が行うということで、協議会のほうが国庫補助金を受けて行う

ということで、その補助率が２分の１となってございます。その自己負担分を町の

一般会計から補助するということで増額をさせていただいております。 

    続きまして、１２節委託料、総合発展計画後期基本計画及び総合戦略策定業務委

託料５０８万２，０００円を新たに計上させていただいております。こちらは、総

合発展計画の前期基本計画が令和７年度までとなってございます。あわせて、総合

戦略につきましても、令和７年度までということですので、令和７年度中に後期計

画及び新しい総合計画を策定する経費として計上させていただいております。 

    続きまして、１８節負担金、補助及び交付金の中の協働参画地域づくりチャレン

ジ事業支援金、こちらにつきましては１２０万円を計上させていただいております。 

    次に、行政区活動交付金、こちらは前年比８１万５，０００円増の８４４万７，

０００円。 

    次に、地域活動支援事業補助金８９０万円、こちらは前年度比８０万円の増とさ

せていただいております。こちらは、令和６年度の事業実績から増額要求させてい

ただいております。 

    次に、結婚新生活支援事業費補助金、こちらは２６０万円、前年度比１１０万円

の増となっております。こちらは、岩手県のほうの補助を活用しながら実施してい

るもので、岩手県では２９歳以下のご夫婦に対しては、県独自のかさ上げ等もござ

いまして、今回増額とさせていただいております。 

    以上が企画費の説明とさせていただきます。 

〇委員長（上山 誠君） 続きまして、町民生活課長、鶴飼靖紀君。 
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〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  重点施策・主要事業等にも記載してございます豊かな自

然と美しい景観のまちづくり、花いっぱい運動推進事業についてご説明いたします。 

    花いっぱい運動推進事業につきましては、花いっぱいビューティー軽米推進コン

クールを実施し、住民の環境美化意識の高揚に努めることを目的に実施しておりま

す。予算といたしましては１１９万１，０００円でございます。内訳といたしまし

て、種や球根を購入するための消耗品費５４万３，０００円、コンクールの審査謝

礼や副賞等に２１万１，０００円、育苗委託料につきまして３９万６，０００円を

計上してございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） 次が会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  企画費、３目土地利用対策費の歳出をご説

明いたします。 

    こちらは、国土利用計画法に基づく土地取引の届出について、県への進達を行う

事務に要する経費でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） ２目公害対策費についてご説明申し上げます。 

    こちらは、環境審議会の開催が必要になった際の費用でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（上山 誠君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君）  それでは、予算書５２ページ、４目再エネ推進費につ

いてご説明いたします。 

    こちらは、重点施策・主要事業等のほうにも掲載させていただいておりますが、

再生可能エネルギー推進事業として２，４６４万円、ゼロカーボン推進事業として

１２９万９，０００円を計上させていただいております。 

    再エネ推進費につきましては、前年度比１，５６１万円の増となってございます。

こちらにつきましては、１２節委託料、自立・分散型エネルギー供給システム構築

等業務委託料の増によるものになります。こちらの内容といたしましては、脱炭素

社会の構築に向けた地域内の再エネ導入の促進、啓発、発電したエネルギーの地産

地消等の仕組みづくりを目指すための計画づくりを行うものでございます。 

    この計画策定には、県の補助金であります自立・分散型エネルギー供給システム

支援事業費補助金５００万円を見込んでいるところでございます。そのほか同じく

負担金になりますけれども、地域活性化起業人給与費負担金５６０万円を計上して

ございます。こちらは地域活性化起業人制度を活用して派遣いただいている再生可

能エネルギーの推進のための方、１名を引き続きお願いする費用として計上してい
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るものでございます。 

    以上です。 

〇委員長（上山 誠君） それでは、２項企画費まで説明をいただきました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎散会の宣告  

〇委員長（上山 誠君） これで本日は終了したいと思います。 

    次回は、１０日の１０時からここで再開したいと思いますので、本日はここで散

会いたします。ご苦労さまでした。 

（午後 ３時０２分） 


